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Close Up

2021年度上期の事業結果および
今後の取り組みについて
「New Normal 1300↑」のスローガンを掲げた2021年度上期を振り返り、事業結果とプロモー

ションなどの各種取り組みについてご報告します。また、下期に向けた取り組みについても併せて

ご紹介します。

Ｓｋｙ株式会社では毎年、その年のキーワードと会社

の売上目標を組み合わせたスローガンを掲げています。

2021年度は中期経営計画に従い、売上目標1,300億

円以上を目指して「New Normal 1300↑」を設定し

ました。また、昨 今のコロナ禍の影 響を踏まえ、売 上

1,300億円以上へのステップとして「必達目標」や「晴

天目標」という、数段階に分けた目標も設定しました。基

本方針としては「新しい仕事の創造」「企業クラスター

は出さない」「ブランド力に負けない商品・サービスの提

供」と定めました。

昨年度は売上1,000億円以上を目標に掲げ、最終的

に売上1,303.5億円、前期比175%増となり、目標を達成

することができました。2021年度上期はグループ全体で

売上412.5億円となり、上期での黒字を達成しました。し

かし、どの業界もコロナ禍の影響で厳しい状況が続いて

おり、弊社としても売上目標に対する達成率は72%となっ

ています。

事業部ごとで見ると、ICTソリューション事業部におきま

しては、2020年度からの「GIGAスクール構想」の補正

予算の後押しも弱まり、売上210 . 7億円と前年同期比

45%となりました。しかし、自社商品のクライアント運用管

理ソフトウェアSKYSEA Cl ient Viewに関して、株式

会社富士キメラ総研にデータを提供し、市場調査に協

力したことで、「2021 ネットワークセキュリティビジネス調査

総覧 市場編」の「統合エンドポイント管理ツール」におい

ても2020年度市場シェア1位であると認められました。また

現 在は、組 織の名 刺 管 理をサポートするソフトウェア

「SKYPCE」を筆頭に新たな商品開発にも取り組んで

おり、将来的に弊社の主力商品の1つになることを目指し

ています。クライアント・システム開発事業部については、売

上201.7億円で前年同期比99%となっています。特筆す

べきはビジネスソリューショングループで、通期売上目標

117億円に対して上期だけで売上91億円という結果を

出すことができました。現在は金融や保険などの分野を筆

頭に、業務系システム開発の案件が活発化しています。

事をより意識し、頑張る社員の働きをしっかり評価して

いきます。

2021年度の上期も各種プロモーションに力を入れまし

た。テレビCMにおいては、採用テレビCM「原動力は好

働力」篇や、SKYDIV Desktop ClientのテレビCM

第２弾「シンクライアントなら盗めない」篇を放映。また、

藤原竜也さん主演映画「鳩の撃退法」とSKYSEA 

Client Viewがタイアップし、“リスクの撃退法”と題した

コラボCMを放映しました。さらに、SKYSEA C l i en t  

V i e wのテレビＣＭ第7弾「テレワークの努力を見落とさ

ない」篇を放映。今冬には弊社の新商品のテレビCMも

放映する予定です。

引き続き、業務系システム開発が事業の主軸を担えるよう

に取り組んでいきます。

今期は、実力主義の会社へとさらに加速させていく

ため、新たにインセンティブ賞の制度を設けました。業績

向上につながる働きを行った社員へ「好働力手当」を

支給し、受賞者の中から月間MVPを選出。さらに、この

半期に特に優秀な成果を残した社員を表彰しました。

加えて、新卒入社6年未満の若手社員の中から、業績

に大きく貢 献した者へ新たな奨 励 賞を設けるなどし、

日々の業務活動をたたえる取り組みを強化しました。こ

れらの取り組みは今後も継続していくとともに、優秀な社

員の昇格を積極的に推し進めるなど実力を重視した人

イベント関連では、昨年新型コロナウイルス感染症の

影響で中止となった「ＳｋｙレディースABC杯」を2年ぶ

りに開催しました。7月から9月にかけては、弊社主催のオ

ンラインイベント「Sky Techno l ogy  Fa i r  V i r tua l  

2 0 2 1」を開催。2回目となる今回は隔週で展示内容の

テーマをチェンジし、テーマごとに特別コンテンツをご用

意したほか、各分野の専門家を迎えたライブイベントを

実施。おかげさまで多くの方にご視聴いただくことができ

ました。

SNSにおいても前期に引き続きフォロワー数10万人

以 上 を目 指し、さまざまな 施 策 を 実 施しました 。

In s t a g r amではカタログギフトなどの各種プレゼント

キャンペーンを行ったり、Twitterでは各職種ならでは

の弊社社員のつぶやきを投稿するなどし、認知度向上

を図りました。

さらに初の試みとして、Ins tagramの学生・社会人

向け情報アカウントでインスタライブを実施。各職種の現

役社員が出演し、Ｓｋｙ株式会社を志望されている方か

らの質 問にリアルタイムでお答えしました。企 業 向けア

カウントにおいてもインスタライブを行い、発 売 前 の

SKYSEA Cl i en t  V iew C loud  Ed i t i onについて

弊社社員がご紹介しました。

厚生労働省より「くるみん認定」を取得することができま

した。

弊社は引き続き「New Normal 1300↑」に向かっ

てチャレンジしていきます。そのためには今後も優秀な人

材の獲得に力を入れ、必要なものにしっかり投資を行っ

ていきます。また、2年後3年後に向けた種まきとして、時

代の変化に合わせた新たな商品づくりを積極的に行

い、ポジティブに取り組む社員が夢を見ることができる会

社を目指していきます。

コロナ禍の影響により依然として経済の不透明感が

漂っておりますが、現状のピンチをチャンスとして捉え、今

後も取り組んでまいります。

コロナ禍での新卒採用も2年目となり、オンラインでのイ

ンターンシップでは昨年同様の1人で取り組むプログラ

ムに加えてグループワーク形式も取り入れ、参加希望者

を大幅に増やすことができました。さらに、東京大学をは

じめとする有名校の学生の採用も強化。取り組みの一

環として、同大学講義室のネーミングプランに協賛する

などしました。

各種プロモーションやSNSの取り組み、これら採用活

動の強化に取り組んだ結果、株式会社ダイヤモンド・

ヒューマンリソースの「2021年大学生が選んだ 第15回

『 新卒採用力』ランキング」では、弊社が総合8位に選

出されました。

キャリア採用では、昨年実施できなかった人材紹介

会社様向けのＳｋｙ株式会社 事業説明会をオンラインで

開 催 。また、より優 秀な人 材の獲 得に向けて、マネー

ジャー候補、管理職候補の採用活動も強化し、役職つ

きでの採用も行っています。以前から実施している社員

紹介採用も好調で、弊社にマッチした人材の採用も増

えています。

加えて、女性社員の活躍推進においても引き続き注

力しています。女性開発職の人数は年々増加しており、

今後も採用強化に取り組んでいくほか、女性管理職の

登用も積極的に行っていきたいと思います。また、弊社で

は社員の仕事と育児の両立支援に力を入れており、多

くの社員が産前産後の休暇制度や、復帰後の時短勤

務制度などを活用しています。その結果、次世代育成支

援対策推進法に基づく「子育てサポート企業」として、

2021年度上期の業績

頑張る社員を評価する会社へ プロモーション活動
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以 上 を目 指し、さまざまな 施 策 を 実 施しました 。

In s t a g r amではカタログギフトなどの各種プレゼント

キャンペーンを行ったり、Twitterでは各職種ならでは

の弊社社員のつぶやきを投稿するなどし、認知度向上

を図りました。

さらに初の試みとして、Ins tagramの学生・社会人

向け情報アカウントでインスタライブを実施。各職種の現

役社員が出演し、Ｓｋｙ株式会社を志望されている方か

らの質 問にリアルタイムでお答えしました。企 業 向けア

カウントにおいてもインスタライブを行い、発 売 前 の

SKYSEA Cl i en t  V iew C loud  Ed i t i onについて

弊社社員がご紹介しました。

厚生労働省より「くるみん認定」を取得することができま

した。

弊社は引き続き「New Normal 1300↑」に向かっ

てチャレンジしていきます。そのためには今後も優秀な人

材の獲得に力を入れ、必要なものにしっかり投資を行っ

ていきます。また、2年後3年後に向けた種まきとして、時

代の変化に合わせた新たな商品づくりを積極的に行

い、ポジティブに取り組む社員が夢を見ることができる会

社を目指していきます。

コロナ禍の影響により依然として経済の不透明感が

漂っておりますが、現状のピンチをチャンスとして捉え、今

後も取り組んでまいります。

コロナ禍での新卒採用も2年目となり、オンラインでのイ

ンターンシップでは昨年同様の1人で取り組むプログラ

ムに加えてグループワーク形式も取り入れ、参加希望者

を大幅に増やすことができました。さらに、東京大学をは

じめとする有名校の学生の採用も強化。取り組みの一

環として、同大学講義室のネーミングプランに協賛する

などしました。

各種プロモーションやSNSの取り組み、これら採用活

動の強化に取り組んだ結果、株式会社ダイヤモンド・

ヒューマンリソースの「2021年大学生が選んだ 第15回

『 新卒採用力』ランキング」では、弊社が総合8位に選

出されました。

キャリア採用では、昨年実施できなかった人材紹介

会社様向けのＳｋｙ株式会社 事業説明会をオンラインで

開 催 。また、より優 秀な人 材の獲 得に向けて、マネー

ジャー候補、管理職候補の採用活動も強化し、役職つ

きでの採用も行っています。以前から実施している社員

紹介採用も好調で、弊社にマッチした人材の採用も増

えています。

加えて、女性社員の活躍推進においても引き続き注

力しています。女性開発職の人数は年々増加しており、

今後も採用強化に取り組んでいくほか、女性管理職の

登用も積極的に行っていきたいと思います。また、弊社で

は社員の仕事と育児の両立支援に力を入れており、多

くの社員が産前産後の休暇制度や、復帰後の時短勤

務制度などを活用しています。その結果、次世代育成支

援対策推進法に基づく「子育てサポート企業」として、

2021年度上期の業績

頑張る社員を評価する会社へ プロモーション活動
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Close Up

Ｓｋｙ株式会社では毎年、その年のキーワードと会社

の売上目標を組み合わせたスローガンを掲げています。

2021年度は中期経営計画に従い、売上目標1,300億

円以上を目指して「New Normal 1300↑」を設定し

ました。また、昨 今のコロナ禍の影 響を踏まえ、売 上

1,300億円以上へのステップとして「必達目標」や「晴

天目標」という、数段階に分けた目標も設定しました。基

本方針としては「新しい仕事の創造」「企業クラスター

は出さない」「ブランド力に負けない商品・サービスの提

供」と定めました。

昨年度は売上1,000億円以上を目標に掲げ、最終的

に売上1,303.5億円、前期比175%増となり、目標を達成

することができました。2021年度上期はグループ全体で

売上412.5億円となり、上期での黒字を達成しました。し

かし、どの業界もコロナ禍の影響で厳しい状況が続いて

おり、弊社としても売上目標に対する達成率は72%となっ

ています。

事業部ごとで見ると、ICTソリューション事業部におきま

しては、2020年度からの「GIGAスクール構想」の補正

予算の後押しも弱まり、売上210 . 7億円と前年同期比

45%となりました。しかし、自社商品のクライアント運用管

理ソフトウェアSKYSEA Cl ient Viewに関して、株式

会社富士キメラ総研にデータを提供し、市場調査に協

力したことで、「2021 ネットワークセキュリティビジネス調査

総覧 市場編」の「統合エンドポイント管理ツール」におい

ても2020年度市場シェア1位であると認められました。また

現 在は、組 織の名 刺 管 理をサポートするソフトウェア

「SKYPCE」を筆頭に新たな商品開発にも取り組んで

おり、将来的に弊社の主力商品の1つになることを目指し

ています。クライアント・システム開発事業部については、売

上201.7億円で前年同期比99%となっています。特筆す

べきはビジネスソリューショングループで、通期売上目標

117億円に対して上期だけで売上91億円という結果を

出すことができました。現在は金融や保険などの分野を筆

頭に、業務系システム開発の案件が活発化しています。

事をより意識し、頑張る社員の働きをしっかり評価して

いきます。

2021年度の上期も各種プロモーションに力を入れまし

た。テレビCMにおいては、採用テレビCM「原動力は好

働力」篇や、SKYDIV Desktop ClientのテレビCM

第２弾「シンクライアントなら盗めない」篇を放映。また、

藤原竜也さん主演映画「鳩の撃退法」とSKYSEA 

Client Viewがタイアップし、“リスクの撃退法”と題した

コラボCMを放映しました。さらに、SKYSEA C l i en t  

V i e wのテレビＣＭ第7弾「テレワークの努力を見落とさ

ない」篇を放映。今冬には弊社の新商品のテレビCMも

放映する予定です。

引き続き、業務系システム開発が事業の主軸を担えるよう

に取り組んでいきます。

今期は、実力主義の会社へとさらに加速させていく

ため、新たにインセンティブ賞の制度を設けました。業績

向上につながる働きを行った社員へ「好働力手当」を

支給し、受賞者の中から月間MVPを選出。さらに、この

半期に特に優秀な成果を残した社員を表彰しました。

加えて、新卒入社6年未満の若手社員の中から、業績

に大きく貢 献した者へ新たな奨 励 賞を設けるなどし、

日々の業務活動をたたえる取り組みを強化しました。こ

れらの取り組みは今後も継続していくとともに、優秀な社

員の昇格を積極的に推し進めるなど実力を重視した人

イベント関連では、昨年新型コロナウイルス感染症の

影響で中止となった「ＳｋｙレディースABC杯」を2年ぶ

りに開催しました。7月から9月にかけては、弊社主催のオ

ンラインイベント「Sky Techno l ogy  Fa i r  V i r tua l  

2 0 2 1」を開催。2回目となる今回は隔週で展示内容の

テーマをチェンジし、テーマごとに特別コンテンツをご用

意したほか、各分野の専門家を迎えたライブイベントを

実施。おかげさまで多くの方にご視聴いただくことができ

ました。

SNSにおいても前期に引き続きフォロワー数10万人

以 上 を目 指し、さまざまな 施 策 を 実 施しました 。

In s t a g r amではカタログギフトなどの各種プレゼント

キャンペーンを行ったり、Twitterでは各職種ならでは

の弊社社員のつぶやきを投稿するなどし、認知度向上

を図りました。

さらに初の試みとして、Ins tagramの学生・社会人

向け情報アカウントでインスタライブを実施。各職種の現

役社員が出演し、Ｓｋｙ株式会社を志望されている方か

らの質 問にリアルタイムでお答えしました。企 業 向けア

カウントにおいてもインスタライブを行い、発 売 前 の

SKYSEA Cl i en t  V iew C loud  Ed i t i onについて

弊社社員がご紹介しました。

厚生労働省より「くるみん認定」を取得することができま

した。

弊社は引き続き「New Normal 1300↑」に向かっ

てチャレンジしていきます。そのためには今後も優秀な人

材の獲得に力を入れ、必要なものにしっかり投資を行っ

ていきます。また、2年後3年後に向けた種まきとして、時

代の変化に合わせた新たな商品づくりを積極的に行

い、ポジティブに取り組む社員が夢を見ることができる会

社を目指していきます。

コロナ禍の影響により依然として経済の不透明感が

漂っておりますが、現状のピンチをチャンスとして捉え、今

後も取り組んでまいります。

コロナ禍での新卒採用も2年目となり、オンラインでのイ

ンターンシップでは昨年同様の1人で取り組むプログラ

ムに加えてグループワーク形式も取り入れ、参加希望者

を大幅に増やすことができました。さらに、東京大学をは

じめとする有名校の学生の採用も強化。取り組みの一

環として、同大学講義室のネーミングプランに協賛する

などしました。

各種プロモーションやSNSの取り組み、これら採用活

動の強化に取り組んだ結果、株式会社ダイヤモンド・

ヒューマンリソースの「2021年大学生が選んだ 第15回

『 新卒採用力』ランキング」では、弊社が総合8位に選

出されました。

キャリア採用では、昨年実施できなかった人材紹介

会社様向けのＳｋｙ株式会社 事業説明会をオンラインで

開 催 。また、より優 秀な人 材の獲 得に向けて、マネー

ジャー候補、管理職候補の採用活動も強化し、役職つ

きでの採用も行っています。以前から実施している社員

紹介採用も好調で、弊社にマッチした人材の採用も増

えています。

加えて、女性社員の活躍推進においても引き続き注

力しています。女性開発職の人数は年々増加しており、

今後も採用強化に取り組んでいくほか、女性管理職の

登用も積極的に行っていきたいと思います。また、弊社で

は社員の仕事と育児の両立支援に力を入れており、多

くの社員が産前産後の休暇制度や、復帰後の時短勤

務制度などを活用しています。その結果、次世代育成支

援対策推進法に基づく「子育てサポート企業」として、

SNSの取り組み

採用活動の強化

今後の取り組みについて

各分野のエキスパートによる特別講演や、弊
社が開発する最新ソリューション、先進技術
への取り組みなどを多数公開しました。

Sky Technology Fair
Virtual 2021

詳しくはP12-15へ

InstagramのＳｋｙ株式会社を志望する学生・社会人向け情報アカウン
トではインスタライブを隔週で開催。現場の社員が仕事の内容や社内
の雰囲気などについてお伝えしています。

インスタライブ

詳しくはP35へ

弊社の事業方針についてのご説明や、ニューノーマル時代の弊社
の働き方をテーマにしたパネルディスカッションなどを行いました。

人材紹介会社様向け
「2021年度 Ｓｋｙ株式会社 事業説明会」

詳しくはP06-11へ
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Close Up

Ｓｋｙ株式会社では毎年、その年のキーワードと会社

の売上目標を組み合わせたスローガンを掲げています。

2021年度は中期経営計画に従い、売上目標1,300億

円以上を目指して「New Normal 1300↑」を設定し

ました。また、昨 今のコロナ禍の影 響を踏まえ、売 上

1,300億円以上へのステップとして「必達目標」や「晴

天目標」という、数段階に分けた目標も設定しました。基

本方針としては「新しい仕事の創造」「企業クラスター

は出さない」「ブランド力に負けない商品・サービスの提

供」と定めました。

昨年度は売上1,000億円以上を目標に掲げ、最終的

に売上1,303.5億円、前期比175%増となり、目標を達成

することができました。2021年度上期はグループ全体で

売上412.5億円となり、上期での黒字を達成しました。し

かし、どの業界もコロナ禍の影響で厳しい状況が続いて

おり、弊社としても売上目標に対する達成率は72%となっ

ています。

事業部ごとで見ると、ICTソリューション事業部におきま

しては、2020年度からの「GIGAスクール構想」の補正

予算の後押しも弱まり、売上210 . 7億円と前年同期比

45%となりました。しかし、自社商品のクライアント運用管

理ソフトウェアSKYSEA Cl ient Viewに関して、株式

会社富士キメラ総研にデータを提供し、市場調査に協

力したことで、「2021 ネットワークセキュリティビジネス調査

総覧 市場編」の「統合エンドポイント管理ツール」におい

ても2020年度市場シェア1位であると認められました。また

現 在は、組 織の名 刺 管 理をサポートするソフトウェア

「SKYPCE」を筆頭に新たな商品開発にも取り組んで

おり、将来的に弊社の主力商品の1つになることを目指し

ています。クライアント・システム開発事業部については、売

上201.7億円で前年同期比99%となっています。特筆す

べきはビジネスソリューショングループで、通期売上目標

117億円に対して上期だけで売上91億円という結果を

出すことができました。現在は金融や保険などの分野を筆

頭に、業務系システム開発の案件が活発化しています。

事をより意識し、頑張る社員の働きをしっかり評価して

いきます。

2021年度の上期も各種プロモーションに力を入れまし

た。テレビCMにおいては、採用テレビCM「原動力は好

働力」篇や、SKYDIV Desktop ClientのテレビCM

第２弾「シンクライアントなら盗めない」篇を放映。また、

藤原竜也さん主演映画「鳩の撃退法」とSKYSEA 

Client Viewがタイアップし、“リスクの撃退法”と題した

コラボCMを放映しました。さらに、SKYSEA C l i en t  

V i e wのテレビＣＭ第7弾「テレワークの努力を見落とさ

ない」篇を放映。今冬には弊社の新商品のテレビCMも

放映する予定です。

引き続き、業務系システム開発が事業の主軸を担えるよう

に取り組んでいきます。

今期は、実力主義の会社へとさらに加速させていく

ため、新たにインセンティブ賞の制度を設けました。業績

向上につながる働きを行った社員へ「好働力手当」を

支給し、受賞者の中から月間MVPを選出。さらに、この

半期に特に優秀な成果を残した社員を表彰しました。

加えて、新卒入社6年未満の若手社員の中から、業績

に大きく貢 献した者へ新たな奨 励 賞を設けるなどし、

日々の業務活動をたたえる取り組みを強化しました。こ

れらの取り組みは今後も継続していくとともに、優秀な社

員の昇格を積極的に推し進めるなど実力を重視した人

イベント関連では、昨年新型コロナウイルス感染症の

影響で中止となった「ＳｋｙレディースABC杯」を2年ぶ

りに開催しました。7月から9月にかけては、弊社主催のオ

ンラインイベント「Sky Techno l ogy  Fa i r  V i r tua l  

2 0 2 1」を開催。2回目となる今回は隔週で展示内容の

テーマをチェンジし、テーマごとに特別コンテンツをご用

意したほか、各分野の専門家を迎えたライブイベントを

実施。おかげさまで多くの方にご視聴いただくことができ

ました。

SNSにおいても前期に引き続きフォロワー数10万人

以 上 を目 指し、さまざまな 施 策 を 実 施しました 。

In s t a g r amではカタログギフトなどの各種プレゼント

キャンペーンを行ったり、Twitterでは各職種ならでは

の弊社社員のつぶやきを投稿するなどし、認知度向上

を図りました。

さらに初の試みとして、Ins tagramの学生・社会人

向け情報アカウントでインスタライブを実施。各職種の現

役社員が出演し、Ｓｋｙ株式会社を志望されている方か

らの質 問にリアルタイムでお答えしました。企 業 向けア

カウントにおいてもインスタライブを行い、発 売 前 の

SKYSEA Cl i en t  V iew C loud  Ed i t i onについて

弊社社員がご紹介しました。

厚生労働省より「くるみん認定」を取得することができま

した。

弊社は引き続き「New Normal 1300↑」に向かっ

てチャレンジしていきます。そのためには今後も優秀な人

材の獲得に力を入れ、必要なものにしっかり投資を行っ

ていきます。また、2年後3年後に向けた種まきとして、時

代の変化に合わせた新たな商品づくりを積極的に行

い、ポジティブに取り組む社員が夢を見ることができる会

社を目指していきます。

コロナ禍の影響により依然として経済の不透明感が

漂っておりますが、現状のピンチをチャンスとして捉え、今

後も取り組んでまいります。

コロナ禍での新卒採用も2年目となり、オンラインでのイ

ンターンシップでは昨年同様の1人で取り組むプログラ

ムに加えてグループワーク形式も取り入れ、参加希望者

を大幅に増やすことができました。さらに、東京大学をは

じめとする有名校の学生の採用も強化。取り組みの一

環として、同大学講義室のネーミングプランに協賛する

などしました。

各種プロモーションやSNSの取り組み、これら採用活
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Sky Technology Fair
Virtual 2021

詳しくはP12-15へ

InstagramのＳｋｙ株式会社を志望する学生・社会人向け情報アカウン
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インスタライブ
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人材紹介会社様向け
「2021年度 Ｓｋｙ株式会社 事業説明会」

詳しくはP06-11へ
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年度

Sｋｙ株式会社 事業説明会
初のオンライン開催
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、Ｓｋｙ株式会社では6月、人材紹介会社のご担当

者様に向けた事業説明会を初めてオンラインで開催しました。大阪本社に設営したスタジ

オから、Web会議システム「Zoom」を活用して配信。ICTソリューション事業部とクライアン

ト・システム開発事業部の2020年度の業績や今後の目標についての報告をはじめ、弊社社

員が登壇するパネルディスカッションなどを行いました。約620名の方にご視聴いただき、

チャットにはリアルタイムで多くのご意見・ご感想が寄せられるなど、オンラインならではの

事業説明会となりました。

2021
はじめに 
―ご挨拶―Report

採用関係については、2020年度は

キャリア（中途）採用で175名、新卒採

用で160名を採用。現在の従業員数は

グループ全体で3314名となりました。

2020年度も採用プロモーションに力を

入れ、認知度の向上に努めたことと、人

材紹介会社様からのご支援もあり、新

卒市場での認知度は確実に上がって

おります。新卒就職人気ランキングでも

順位を上げることができ、中途採用の転

職人気企業ランキングではIT業界部

門で初めてランクインしました。新たに

「原動力は好働力」というキャッチコピー

の下にプロモーションを行っています。引

き続き、新卒・中途市場ともに、認知度

向上にご協力をお願いいたします。

今期は「New Normal 1300↑」。売

上1,300億円を目指してまいります。この

目標は2020年度の売上実績と同じで

すが、大型の公共投資などが見込めな

いなか、目標達成は非常に厳しい状況

です。新商品の開発、生産性のさらな

弊社の業績は過去5年間順調に成

長を続けていましたが、2019年度は売上

目標800億円を宣言しながら、743億円と

目標を達成することができませんでした。

2020年度はコロナ禍の大きな不安の中

でも売上目標1,000億円を掲げ、1,303.5

億円と目標を上回り念願の1,000億円を

突破しました。「GIGAスクール構想」とい

う公共投資の追い風があったことで、この

結果につながりました。

とはいえ、クライアント・システム開発事

業に関しては非常に厳しい状況です。

特に組込み開発に関しては、業務量が

減少しています。しかし、基幹系・業務系

の開発業務やSI事業においては案件

が増えており、依然人手不足の状況が

続いています。人材紹介・採用関係の

皆さまには、こちらの業務に関する人材

確保に、ぜひご協力いただければと考え

ております。

る向上など、新たな取り組みを数多く実

施しなければ達成できません。そのため

にも、優秀な人材の確保が重要になっ

てきます。

また、弊社の自社商品開発について

新しい報告があります。これまで自社商

品開発はすべて大阪で行っていました

が、今期から東京でも開発を行ってまい

ります。関東圏の人材紹介会社様、ぜ

ひご協力お願いいたします。

弊社は昨年度、売上1,000億円を達

成することができました。次の夢は、2025

年に「Dream3000↑」。売上3,000億

円を目指します。売上3,000億円の内

訳は、ソフトウェア開発・評価/検証で

1,000億円、パッケージ開発・販売では

10個以上のパッケージ商品をそれぞれ

業界ナンバーワンにして1,000億円、さ

らにSI事業で1,000億円です。

人材紹介・採用関係の皆さまをはじ

め、今後新たに入社される方 と々も、そ

の夢を共有し「Win-Win-Win」の関

係を続けていけるよう取り組んでまいりま

すので、チャレンジへのご協力をお願い

いたします。

採用プロモーション強化で
認知度向上

2020年度の業績報告

2021年度の目標

2022年卒 大学生
就職企業人気ランキング

2022年卒 IT業界
新卒就職企業人気ランキング

（日本経済新聞社・マイナビ）

（楽天みん就）

文系
総合 21位 （昨年31位）

転職人気企業ランキング
2021 13位 （昨年圏外）

7位 （昨年11位）

中途

新卒

※事業説明会開催時

理系
総合 12位 （昨年15位）

IT・通信

総合

Ｓｋｙ株式会社がランクインした人気就職企業ランキング

（パーソルキャリア）
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心であることは変わり

ませんが、自動車領

域では「モデルベー

ス開発言語」、AI・

画像認識の領域で

は「Python」が必須

です。画 像 処 理や

ディープラーニング経

験のあるエンジニアを求めています。素養

のある方に入社していただき、弊社独自

のカリキュラムを活用しながら、業務のな

かで技術を伝えていきたいです。

◇ 業務系

業務系では、DXに関わる案件が増え

ています。オンプレミスからクラウドに切り替

わっていることが要因です。クラウドはスト

レージ容量を気にしなくていいため、デー

タをどんどんデータレイクに保存することが

可能です。そのため、クラウドインフラ関

係、ビッグデータ分析、基盤構築、BI（ビ

ジネスインテリジェンス）ツールを用いた見

える化などの案件が増えています。

また、Webアプリケーション開発も盛ん

です。技術としては、SPAに関わるフロント

エンド開発が主流になっています。SPA

が主流になると、ネイティブアプリケーショ

ン開発からWebアプリケーションの技術

クライアント・システム開発事業部では

2020年度、売上500億円の計画に対し、

通期の売上が399億円と非常に厳しい

結果でした。また、エンジニアの中途採用

計画は164名の計画に対し、採用実績

は64名と大きく下回りました。上期は新型

コロナウイルス感染症の影響で、お客様

の投資や営業活動が大きくストップ。た

だ、下期に入ってからは「Withコロナ」の

業務スタイルが浸透し、新規のお客様と

の打ち合わせも再開し始めました。

当事業部は今期、売上500億円、エン

ジニアの中途採用は104名という計画を

立てています。次に、部門ごとに現在の状

況や必要なスキルについてご紹介します。

◇ エンベデッド（組込み）系

エンベデッド（組込み）系では、特に自

動車業界で、AD（自動運転）、ADAS

（先進運転支援システム）関連の案件、

また脱炭素社会に向けた電動化の案

件を中心に持ち直しています。そのほか、

ＡＩや画像認識の導入や検証のご相談

もいただいています。

求めるスキルとして、「C」「C++」が中

を使った開発にシフトするため、エンジニ

アにスキルチェンジが求められています。

◇ 評価/検証

評価/検証部門は、業務系評価に力

を入れています。特にWeb系のシステム

開発、評価を中心に受注しています。

業務系評価の市場は今後も増えて

いくと考えています。ネットワークやデータ

ベースの知識はもちろん、公共や金融な

ど業界ごとの業務の知識がある人材が

欲しいです。応募者は少ないと思います

が、経験者でなくても、若手でやる気の

ある方であれば活躍の場がありますの

でぜひご紹介のほどよろしくお願いいた

します。

今期も例年どおり計画している採用人

数は非常に多くなっています。私どもは目

標を達成し、ニューノーマル時代を勝ち

抜く決意ですので、より一層のご支援をよ

ろしくお願いいたします。

ICT
ソリューション
事業

クライアント・
システム
開発事業

提案しています。

前期、ICTソリューション事業をけん引

したのが「GIGAスクール構想」です。全

国の小・中学校の児童・生徒に1人1台

のタブレット端末を整備するため、2,300

億円という非常に大きな補正予算が投

じられました。弊社で用意したタブレット端

末も全国で130万台を導入いただき、売

上700億円を達成。事業全体で、売上

が900億円を超え、前期比265%という

素晴らしい結果となりました。

この背景には、優秀な仲間が増えたこ

とがあります。ハイキャリア層として、管理

職・マネージャー候補となる方が営業組

織に加入し、前職での経験を基にタブ

レット端末メーカー様などと交渉して、今

回の整備に対応できるソリューションを用

意。それを全国の営業担当者が提案し

ました。新しい優秀な人材が、新たな事

業をけん引する。人材紹介会社の皆さま

のご協力があってこその結果だと感謝し

ております。

「GIGAスクール構想」により文教市

主力商品は、テレビCMで認知度が高

まっている「SKYSEA Client View」で

す。前期はテレワークをキーワードとした

相談も増え、累計導入数は約17,000

ユーザー。前回発表時から12％アップと

なりました。ほかにも医療機関に特化した

「SKYMEC IT Manager」、教育機関

向けの「SKYMENU」シリーズ、シンクラ

イアントシステムの「SKYDIV Desktop

Client」を開発・販売、サポートしていま

す。また、システムの設計から構築、運用

までを一貫してサポートするSI事業で

は、さまざまなITインフラ系のシステムを

場でクラウド化が推進されたことから、開

発部門は1年足らずで「SKYMENU 

Cloud」をリリース。大変でしたが、この1

年でエンジニアに求められるスキルが

WindowsだけでなくマルチOS対応へと

変化し、クラウドでの開発や運用設計と

いった新しいスキルを身につけることもで

きたと思います。

多くのタブレット端末を販売できたこと

で、今期はメンテナンスが必要となることが

予想されます。製品不良やトラブルも発

生する懸念がありますので、製品サポー

ト、プリセールスエンジニアなどの採用を

強化し、万全のサポート体制をつくって

子どもたちの笑顔を守ってまいります。

今期は国による大きな予算措置が見

込めないため、かなり厳しい見通しです

が、民間企業向けのSI業務に注力して

いきます。そのためには、ITインフラの設

計・構築ができるエンジニアやカスタマー

サービスエンジニアなど、多岐にわたる人

材が必要です。自治体の情報セキュリ

ティを強化するためのリプレースや民間

企業へのSI事業拡大に向けて注力して

いる「SKYDIV Desktop Client」の開

発にも、インフラ系の幅広い技術が必要

となります。

また、今後は東京でも自社商品の開

発体制を整えてまいります。ますますエンジ

ニアの需要が高まりますので、ご支援よろ

しくお願いいたします。

2020年度の結果報告
「GIGAスクール構想」がけん引 今後の展望　

民間企業向けのSI業務に注力

2020年度の実績と今後の計画

注力事業のご紹介

エンベデッド系 必要スキル

C

自動車領域 AI・画像認識の領域

画像処理 ディープラーニング

Python

C++
+

業務系 必要スキル

Vue.ｊｓ React Angular

SPA（Single Page Application）
に関わるフロントエンドが主流に

モデルベース
開発言語
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注力事業のご紹介

エンベデッド系 必要スキル

C

自動車領域 AI・画像認識の領域

画像処理 ディープラーニング
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C++
+

業務系 必要スキル

Vue.ｊｓ React Angular

SPA（Single Page Application）
に関わるフロントエンドが主流に

モデルベース
開発言語
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種情報を動画で投稿。大阪本社内に

スタジオを設営し、オンラインイベントにも

対応しています。さらに、SNSでも毎日情

報を発信し、ICT業界を応援するキャン

ペーンを展開しています。

次に潜在転職者層へのアプローチを

強化します。ダイレクトリクルーティングを

活用して弊社から直接アプローチし、人

材紹介会社様への登録喚起につなげ

ていきます。過去3年のリファラル採用で

入社した方の40%以上が役職つきです

ので今後、人材紹介会社様経由でも

経験などを考慮した上で役職つきの採

用を行います。

新卒採用については2022年卒は

200名の計画に対し、承諾者数が不足

しています。昨年も6月以降に新卒紹介

前期は中途採用300名と新卒採用

200名の計画に対し、結果は中途採用

175名、新卒採用160名となり前年比を

下回りました。

前期は、コロナ禍の影響を受けながら

の採用活動でした。中途採用では、リファ

ラル採用が前年と比べ70％ダウン。新卒

採用では緊急事態宣言の発出により、

最終選考の実施数が減少したことが大

きく影響しました。そして、今期もコロナ禍の

影響を受けながらの採用活動です。計

画では、中途採用は昨年に引き続き300

名。新卒採用では2022年卒で200名、

2023年卒では300名を目指します。

弊社では動画コンテンツも含めたオン

ラインでの情報提供を強化します。求人

サイトや公式YouTubeチャンネルに、各

からの決定が増加していますので、ご支

援をお願いします。

今期の採用施策についてですが、皆

さまからのご意見を基に、選考フローの

短縮を行います。論文試験を廃止。面

接は1次、現場、最終と3回実施していま

したが、2回に短縮します。さらにリードタ

イムの短縮に向け、「1Time選考」とし

て1回のみの選考も実施します。まずは

書類選考で好評価の方を対象に行い

ます。

今後も皆さまのご意見をいただきなが

ら、人材採用にさらに力を入れてまいりま

すので、ぜひ仕事が好きな方をご紹介く

ださい。

2020年度の結果と今期の計画

採用強化に向けて

採用施策について

弊社採用担当者がコーディネーターを務め、入社3～15年目までの営業職、エンジニアの４人がパネリストとして登壇。

コロナ禍でテレワークが推進されたことによる働き方の変化などについて、それぞれの視点で自由に意見交換しました。

当日の内容から一部を紹介します。

ニューノーマルが
もたらした変化

［ パネルディスカッション ］

テーマ

採用活動の各種取り組みについて

今期の採用計画

中途採用

300名
新卒採用

リファラル採用の強化

2020

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2019

2018

（年）
8名 4名 3名

27名 16名 3名

9名 5名 2名

41％

43％

47％

200名22卒

300名23卒

選考フローの短縮

役職つきの
割合

管理職

リーダー～係長

一般

論文試験を
廃止

面接回数を
3回から2回へ

1Time選考の
実施

書類選考でA判定、
B1判定

大阪本社に設営したスタジオからオンラインイベントを配信

A.

コロナ禍でお客様やメンバーとのコミュニケーションに変化はありましたか？Q.
【請負開発受注営業　山口 裕子さん】

お客様とのWeb会議が浸透したことで、移動時間が削減でき、以前よりタイムリーにお客様とコミュニケー
ションが取れるようになりました。

【業務系システム開発エンジニア　鈴木 恵美さん】

メンバーは大阪、福岡、名古屋と拠点が分かれていますが、テレワークによりチャットやWeb会議の活用が
増え、リアルタイムでやり取りができるようになりました。

A. 【業務系システム開発エンジニア　鈴木 恵美さん】

仕様を決めるためにお客様を含めて打ち合わせをする機会が多いですが、どこにいてもオンラインで不明点
をすぐに確認できるため、意思決定のスピードが上がったと感じます。

【自社パッケージ商品開発エンジニア　北垣 有香さん】

開発の設計についての相談は、対面で細かなニュアンスをすり合わせることができた方が良かったと思います
が、会議室などの場所を押さえなくてもWeb会議で集まることができる点では生産性が上がったと感じます。

A.

ニューノーマルのなかでのＳｋｙ株式会社の魅力は何ですか？Q.
【インフラエンジニア　香山 幸久さん】

時代への適応のスピードが魅力です。緊急事態宣言の発出後、あっという間にテレワークができる環境が
整備された点からも、時代に合わせた経営ができていると感じます。

【請負開発受注営業　山口 裕子さん】

「ALL Ｓｋｙ」の精神です。他部署と一緒に営業活動を進めていますが、社内SNSなどの活用が活発で、
レスポンスも早いです。コロナ禍でも、一丸となって営業活動ができていると思います。

テレワークで仕事の生産性はどうなりましたか？Q.
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Focus

催。42,114名のお客様にご参加いた

だくことができました。

臨場感を大切にした

オンラインイベントを目指して

　会場で実施される発表会とは異な

り、オンラインで2か月間、毎日でもご参

加いただける本イベントでは、「何度

来場しても新しい発見がある」イベント

となるように、日々の更新とコンテンツ追

加を繰り返し、開幕後に追加したコン

テンツは計87個、対応した改善総数

は280件にのぼりました。

　また、今回のイベントでは「スペシャル

ライブ企画」と題した特別コーナーを

設け、「DX」「情報セキュリティ」といっ

た特定のテーマに沿ったコンテンツやラ

お客様に製品・サービスを

安心してお使いいただくために

　コロナ禍でもお客様に有益な情報を

お届けし、弊社商品・サービスを常に

最適な環境でご利用いただくために。

そんな思いの下、弊社では主催オンラ

インイベント「Sky Technology Fair 

Virtual」を定期的に実施しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響

で、昨年よりお客様や販売会社の皆さ

まをご招待した新商品発表会などの実

施が困難になり、その代わりとなる施策

として、本イベントを開催してきました。3

回目を迎えた今回は、リアル発表会の

ような臨場感を大切にしながら、さらにオ

ンラインならではの魅力を追求したイベ

ントを目指して、2か月間にわたって開

イブ講演などを、2週間ごとに新たに追

加し、お客様に都度新しい情報をご提

供できるように工夫しました。

　そのほか、各分野の専門家の方々

に語っていただいた講演を公開したほ

か、弊社が開発に取り組むAI・IoTな

どに関する最新ソリューション、自社開

発商品の最新情報や、ビジネスでご活

用いただけるIT情報などをご覧いただ

ける資料や動画もご用意。ライブ配信

のオンラインセミナーも定期的に開催し

ました。

　弊社は、2022年以降も引き続きこれ

らの取り組みに力を入れ、常に新しい発

見をお客様にご提供できるイベントを目

指して尽力していきます。今後ともぜひ

ご期待ください。

主催オンラインイベントを今年も開催！
各種

キャンペーン
を実施

注目テーマの
コンテンツを
２週ごとに追加

ご質問・ご相談に
チャットで
タイムリーに
お答え

自社商品や
サービスの
最新情報を
随時公開

多数の
専門家による
講演を公開

2020年初旬からのコロナ禍の影響を受け、

弊社ではオンラインイベントを今年も引き続き開催。

新たな取り組みを繰り返し実施し、

回を重ねるごとに進化を続ける同イベントについてご紹介します。

開催期間 2021年  7月12日～9月10日

累計来場者数 42,114名

Focus12 Focus 13

スペシャル
ライブ企画
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2週間に一度のスペシャルライブ企画

イベント内のコンテンツを実際に視

聴されたお客様からの質問・ご意

見をタイムリーにお伺いできるよう

に、各 展 示 ページにチャットコー

ナーを設けました。イベントの開催

時間内はいつでも質問・相談を受

けつけ、待機する弊社社員がリア

ルタイムで応対。可能な限り素早く

対応できるように、実際に各商品・

技術に携わっているサポート部門

や営業部門の社員が担当し、専門

的な質問にも素早く、的確にお答え

できるようにしました。また、さらに

詳しく相談されたいお客様に対し

ては 、W e b 会 議を利 用した相 談

コーナーもご用意しました。

スーパーコンピューター「富岳」を活

用したクラウドコンピューティング

や、AI・ディープラーニングの最新研

究、サイバーセキュリティに関する

最新事情などについて、各分野の

専門家に語っていただいた講演を

多数公開。会期中も随時講演を追

加し、お客様に何度でもお楽しみい

ただけるように心掛けました。

弊 社が開 発に取り組むクラウド・

ビッグデータ活用、AI・画像認識な

どの最新技術・ソリューションにつ

いて、豊富な映像・資料をご紹介。

「SKYSEA Client View」をはじ

めとした自社開発商品の最新情報

に関するコンテンツも公開しまし

た。また、会期中に提供を開始した

新サービスなどもいち早くご紹介し

ました。

　「ニューノーマルを実装せよ！」と

いう今回のイベントのテーマにつ

いて、さらにクローズアップした特

別コンテンツを 2 週 間ごとにリ

ニューアルして公開する「スペシャ

ルライブ 企 画 」を実 施 。「 情 報セ

キュリティ」「車載システム開発」

「教育とICT」「DX」をテーマに、各

分野の専門家にライブ講演やパネ

ルディスカッションを実施していた

だき、多くのお客様にご視聴いた

だけました。パネルディスカッショ

ンでは、出演者がお客様からチャッ

トでいただいた質問にタイムリーに

お答えするなど、ライブの特長を生

かすことを心掛けたほか、当日ご覧

いただけなかった方に向けては、

後日見逃し配信も実施しました。

　また、組織の情報セキュリティ対

策や、PC運用管理に役立つ情報、

弊社が開発・販売する「SKYSEA 

Client View」や「SKYDIV Desktop 

Client」「SKYMENU Cloud」の活

用などについてご紹介する「限定

ライブ オンラインセミナー」も随時

開催しました。

ライブ講演やパネルディスカッション、各種セミナーは、

社内のスタジオにて撮影。CG技術を活用した演出や、

ご質問にライブでお答えするコーナーを設けるなど、視

聴者の皆さまに楽しんでいただけるよう工夫しました。

Ｓｋｙ株式会社では、
今後もさらにオンラインイベントに注力してまいります！

1st Season 情報セキュリティの未来

ライブ配信 チャット対応

専門家による講演

最新の商品・サービス情報

社内スタジオにて撮影
スタジオ

配信
画面

未知のサイバー攻撃が急増するなか、
ゼロトラストなどの新たな対策を迫られ
る情報セキュリティの実情をご紹介。

GIGAスクール構想における子どもの
学びや、1人1台端末の日常的な活
用、今後の課題などについてご紹介。

組織のDX推進に必要なこととは？ビッ
グデータやクラウド活用などのDXの最
新トレンドや今後についてご紹介。

Focus14 Focus 15

2nd Season CASE時代の車載システム開発

3rd Season 教育×ICT 4th Season 加速するDX

開発の大規模化・複雑化が進むなかで、
完全自動運転実現への課題や、AI・画像
認識技術などの活用についてご紹介。
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の相乗効果でSIもより拡大していける

未来になっていかなければならない。

馬場　それには人手が必要となります

よね。

稲本　そうです。ですからお客様のお

困りごとに、より柔軟に対応するために

も東京での開発の体制を強化してい

きます。

―東京と大阪、離れた拠点でス

ムーズに開発を進めるのは難しそ

うなイメージです。

馬場　会社からiPhoneやノートPC

が貸与されていますし、社内ブログや

社内SNS「Ｓｋｙなう」などコミュニケー

進めたいです。クライアント・システム開

発事業部と連携することで、得意とする

AIやデータ分析、クラウド基盤の構築

といった技術を生かしながら、知識、経

験、人員などを最適化した体制での開

発を加速させたいです。開発だけでな

く、販促企画、システムサポートの面でも

連携を深めていきたいと思っています。

馬場　連携していくなかで、クライアン

ト・システム開発事業部からは、仕事の

プロセスや段取りの踏み方など、特に

仕事の進め方に学ぶところがあります

ね。そのほかにも、お客様の要望を要

件として落とし込むことや、技術の面で

ももちろん新鮮な部分があります。事業

部間の壁も低く、連携していける環境

にあると思います。知らないことを共有し

合って、お互いに良い部分を吸収しな

がらコラボレーションしていきたいです。

―事業部間をまたがった開発へ

と変わっていくのですね。

稲本　そうですね。あと、ただやみくも

に商品を増やすのではなく、SI拡大に

つなげることも大事だと思っています。

お客様の課題解決に向け、自社商品

を軸にSIを行っていけば提案の幅も

広がります。そのためにも自社商品で

多方面の業務をまかなえるラインアッ

プにしていかなければなりませんし、そ

ションツールが充実しています。コロナ

禍の前からどこにいても社員同士が密

にコミュニケーションがとれるように会社

として注力してきた経緯があります。

稲本　先ほど一つのフロアで開発して

いる強みをお話ししました。確かに情報

共有はスムーズですし、情報漏洩防

止にもなります。しかしコロナ禍でテレ

ワークが余儀なくされたことにより、コ

ミュニケーションツールを活用しながら、

メンバー同士が離れていても開発を進

めていく経験を積み重ねることができま

した。働き方が変わったなかで、どこに

いてもこれまでと変わらず仕事ができる

体制を一層整えられたことが、今回の

判断につながったのだと思います。

馬場　確かにテレワークにより、働く場

ば良いか考えるきっかけにもなりますし、

モチベーションにつながりますね。

―開発職がお客様と直接関わる

ことは珍しいのでしょうか？

稲本　一概には言えませんが、営業

やサポートなどを経由することが多い

のではないでしょうか。私たちはダイレ

クトに声を聞いて、要望について理解

し、それを実現するための仕様づくりか

ら検討することができます。これは非常

に良いところだと思います。

馬場　ただ、要望をそのまま機能とし

て落とし込むわけではないのが難しい

ですが良いものをリリースすれば必ず

反響があります。あるお客様の要望か

ら取り入れた一つの機能が、ほかのお

客様にも喜んでいただけるというような

広がりがあったときはうれしいものです

よね。

馬場　新型コロナウイルス感染症の

拡大により対面での展示会などはなく

なってしまいましたが、以前は商品の説

明員として参加していました。そこでもお

客様に直接商品について紹介するこ

とができ、関わりを持つことができていま

した。「要望した機能が搭載された」と

か「この機能が便利だからよく使って

いる」とか、お客様の生の声はもっと商

品を活用していただくためにはどうすれ

ところです。パッケージソフトウェアです

から要望を基に、多くのお客様に使っ

ていただけるよう汎用性を持たせること

が重要になります。試行錯誤しますが、

自分たちの商品を作り上げている実

感が持てます。

―これからのICTソリューション

事業部が目指すところは？

稲本　自社商品を10商品に増やす

方針が決まっています。今後ますますク

ラウド化が進むなか、DXを推進するよ

うな商品を新たに展開することになると

思います。

馬場　現在はセキュリティ、教育現場

といった限られた分野に向けて商品を

展開していますが、これからはもっと幅

広い分野に対して商品をリリースして

いく方針ですね。

―幅広い分野の商品をどのように

増やしていくのでしょうか？見通し

を教えてください。

稲本　一つの事業部で10商品の開

発をすることは非効率な部分が出てく

るので、事業部間をまたがった開発を

応できます。これも大きなメリットですよ。

―現在も東京に自社商品開発の

メンバーはいらっしゃいますが、ど

のように開発を進めているので

しょうか？

稲本　東京のメンバー12人は、おお

よそ半数ずつ「SKYMENU」シリー

ズと「SKYDIV Desktop Client」

の商品に分かれて開発を行っていま

す。東京でも大阪でも仕事の進め方

は変わりませんよ。

馬場　すでに東京と大阪のメンバー

が混成したチームがあり、既設のテレ

ビ会議システムやWeb会議システム

「Zoom」を使ってレビューや定例の

会議を行ってコミュニケーションをとっ

ています。このことからも働く場所は弊

害にならないと実感していますね。コロ

ナ禍により、拠点の垣根がさらに低く

なったと思います。

稲本　人数構成だけをとると、大阪の

サテライト的な位置づけに見えるかもし

れませんが決してそうではありません。

馬場　そうですね。東京にもすでに、

「SKYMENU」シリーズで機能開発

のチームリーダーがいますからね。

―東京の開発拠点はすぐに人員

を強化していく方針でしょうか？

稲本　まずは少人数からスタートして

いくことになると思います。東京の現状

の人数では、育成体制が万全に整っ

ているとは言えないので。徐々に大阪、

東京が一緒になって開発していく体

制を整えていきたいですね。

くまで東京、大阪での分散開発です。

Ｓｋｙ株式会社ならではの豊富なコミュ

ニケーションツールをフル活用しながら

開発を進めていきたいです。

―では東京と大阪のメンバーが

一体となって開発を進めるために、

どのような人材を求めていますか？

稲本　大阪のメンバーとの密なやりと

りが必要になりますから、チームで仕事

をする意識を持ち、報連相がしっかりで

きてコミュニケーションを主軸において

仕事を進められる人でなければなりま

せんね。積極的に周りを巻き込んでいく

ような人でないと、東京でこぢんまり仕事

をすることになって埋もれてしまいます。

馬場　確かに、ほかのチームとの技

術的な情報共有も重要ですし、コミュ

ニケーション力は欠かせないですね。

あと、自社商品開発はお客様の視点

はもちろん、システムサポートの立場で

言えば不具合が出たときの調査のし

やすさ、営業の立場ならお客様への

デモンストレーションで説明しやすい機

能や受けの良い画面など、さまざまな

視点に立って考えることが求められま

す。その視点と技術力を融合させて、

商売に結びつけられることも大切です。

馬場　新卒採用のメンバーが1人、

東京に在籍しているのですが、みんな

張り切って前向きに育成に取り組んで

いますよね（笑）フォロー体制はできつ

つあると思います。

稲本　そうですね。ただ、褒めて伸ば

すか、足りない部分を指摘して伸ばす

かは人それぞれですし、ソースコードを

見て何を指摘するかという技術的な

面においても、育成というのは杓子定

規にはいかないところがありますよね。

研修だけでは学べないこともあると思う

ので、現在のメンバーには着実に育

成経験を積んでもらいたいです。

―入社した後、将来的にどういっ

た活躍が考えられますか？

馬場　これから入っていただく方にも

早く役職者になっていただいて、後輩

を指導する役割に回っていただきたい

ですね。すでに東京にも機能開発の

チームリーダーはいますし、ゆくゆくは

商品のリーダーを担っていただくことも

考えられますよね。

稲本　もちろん。やる気があればそう

いった活躍が可能でしょう。とはいえ東

京だけで一つの商品を完結させるの

ではなく、私たちが目指しているのはあ

―技術の面ではいかがでしょうか？

稲本　東京の現状の人員は少ない

ので、やはりある程度の技術力があっ

て仕事を進めていくことができるというこ

とも重要だと思います。技術を貪欲に

吸収する姿勢で仕事に取り組んでほ

しいです。

馬場　先ほどお話ししたＳｋｙ株式会

社の自社開発の特長でもある、上流

から下流までやりたいという人も良いで

すね。独りよがり、技術よがりではなく、

技術をお客様のために便利な機能と

して生かしていくという意識を持ってい

ることも重要な点です。

―たくさん望むことがありますね。

稲本　そうですね……（笑）でもまず

は東京で大阪と同等の環境を整える

ための下地作りの時間が必要ですか

ら、新しいことに挑戦したいという前向

きな気持ちで取り組んでいただける方

とともに頑張っていきたいですね。これ

から東京での採用が加速していくの

で、良い人材に出会えることを楽しみに

しています。

は8月時 点で東 京に1 2 人 、大 阪に

256人が在籍しています。

馬場　メンバーは50～70人ずつ商

品ごとに分かれ、さらにその中で機能ご

とに2～10人ほどのチームに分かれて

開発しています。人数構成からもわかる

ように、開発の主体は大阪ですよね。

稲本　そうですね。今は大阪本社の

一つのフロアで、商品の垣根なく開発

を進めています。それぞれの商品の要

素技術は似ているところが多いので技

―ICTソリューション事業部の開

発業務について教えてください。

稲本　自社商品の開発に取り組んで

います。現在は、クライアント運用管理ソ

フトウェア「SKYSEA Client View」や

学習活動ソフトウェアの「SKYMENU」

シリーズをはじめ、シンクライアントシステ

ム「SKYDIV Desktop Client」、医療

機関向けの「SKYMEC IT Manager」

などの開発に携わっています。メンバー

術に関する疑問点や、予想しうる不具

合などについて気軽に情報共有して、

相乗効果で商品の品質を高め合う

取り組みが積極的にできています。こ

れはICTソリューション事業部の開発

部門の大きな特長といえます。

―縦割りではない強みがあるの

ですね。

馬場　はい。商品の技術的なことに

ついて情報共有が気軽にできることは

大きなメリットだと思います。パーティ

ションなどで商品ごとのチームで座席

が区切られているわけではないので、

ほかのチームが悩んでいるのが聞こえ

てくると自分のチームでのトラブルの経

所が離れていても仕事を進めていける

という自信が持てるようになりましたね。

―コロナ禍が東京での体制強化

を後押しした形ですね。そもそもな

ぜ東京での自社商品開発を強化す

るのですか？

馬場　人員強化の背景にはIT人材

の不足があると思います。会社として10

商品を開発していく方針を掲げている

わけですから、実現に向けてはどうして

も人手が必要です。エンジニアは首都

圏に多いという声もありますし、大阪だ

けでは人手の確保がどうしても難しい。

稲本　そのとおりです。開発のために

人手を割けるだけでなく、東京に人が増

えれば首都圏の案件で障害などが発

生した場合にも、すぐに現場に行って対

自社商品を10商品へ拡大
東京での採用も加速し、開発体制の強化へ

自社商品開発の企画・開発を手掛けるICTソリューション事業部。今後、東京での開発部門

の採用を積極的に取り組む方針を掲げています。開発部門の責任者の二人に、これからの

開発の方向性やＳｋｙ株式会社ならではの仕事のやりがいについて語っていただきました。

対談

開発部開発課 事業部長

1998年にアルバイトとして入社。
自動車向け基板検査システムや学
校向けグループウェアサーバーなど
を手掛け、現在は自社商品全般の
開発を統括する。

稲本 和大
開発部開発課 次長

2005年にキャリア採用で入社。車載
ECU、複合機開発などの経験を経て、
現在は自社商品開発の現場リーダー
として、主に「SKYSEA Client View」
の開発を担当。

馬場 勝行

験などを基にアドバイスするという、いい

意味での「お節介文化」が根づいて

いますよね。

稲本　自社商品開発の部門だけで

なく、会社全体として困っている人を

放っておけない人が多いですよね。み

んなで協力し合う「ALL Ｓｋｙ」の精

神がしっかり根づいています。その現

れとして、普段から会話の多い会社

だと思います。

馬場　そうですね。それに自部署だけ

でなく、システムサポート、営業、販促

企画など他部署の人たちとの垣根も

低いです。日常的にお客様からの要

望やトラブルへの対応など困りごとにつ

いて相談を受けますし、お客様との打

ち合わせに開発メンバーが参加するこ

とも多いです。各方面から信頼されて

いることを感じられますよね。

―開発者とお客様との距離も近

いということですね。

馬場　はい。打ち合わせはお客様か

ら直接、お困りごとや実現したいことな

どについてお話を伺える貴重な場で

す。そこから機能の仕様や画面の操

作性まで開発メンバーが考えてお客

様に方向性を提案し、お客様と一緒

にレビューして作り上げていきます。

稲本　上流から関わりたい方には、

本当にやりがいがある組織ですよ。実

際のところお客様の要望はざっくりとし

たものが多いです。そこから、自社商品

をどのように作り上げていくのか考えて

いくというのは、モノづくりをやっている

実感がある。しかもお客様からの喜び

の声を直接いただくこともできます。

馬場　お客様の姿が見えているとい

うのは開発する上で大きなメリットです

よね。

―上流の企画の部分から開発メ

ンバーも携わり、主体的に関われる

ことがやりがいにつながっているの

ですね。

馬場　そうですね。自分が提案した仕

様や機能を商売につなげていく実感

を持つことができます。責任も大きいけ

ど、本当に喜びややりがいを感じられま

すよね。

稲本　これは本当にそうですね。当然
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の相乗効果でSIもより拡大していける

未来になっていかなければならない。

馬場　それには人手が必要となります

よね。

稲本　そうです。ですからお客様のお

困りごとに、より柔軟に対応するために

も東京での開発の体制を強化してい

きます。

―東京と大阪、離れた拠点でス

ムーズに開発を進めるのは難しそ

うなイメージです。

馬場　会社からiPhoneやノートPC

が貸与されていますし、社内ブログや

社内SNS「Ｓｋｙなう」などコミュニケー

進めたいです。クライアント・システム開

発事業部と連携することで、得意とする

AIやデータ分析、クラウド基盤の構築

といった技術を生かしながら、知識、経

験、人員などを最適化した体制での開

発を加速させたいです。開発だけでな

く、販促企画、システムサポートの面でも

連携を深めていきたいと思っています。

馬場　連携していくなかで、クライアン

ト・システム開発事業部からは、仕事の

プロセスや段取りの踏み方など、特に

仕事の進め方に学ぶところがあります

ね。そのほかにも、お客様の要望を要

件として落とし込むことや、技術の面で

ももちろん新鮮な部分があります。事業

部間の壁も低く、連携していける環境

にあると思います。知らないことを共有し

合って、お互いに良い部分を吸収しな

がらコラボレーションしていきたいです。

―事業部間をまたがった開発へ

と変わっていくのですね。

稲本　そうですね。あと、ただやみくも

に商品を増やすのではなく、SI拡大に

つなげることも大事だと思っています。

お客様の課題解決に向け、自社商品

を軸にSIを行っていけば提案の幅も

広がります。そのためにも自社商品で

多方面の業務をまかなえるラインアッ

プにしていかなければなりませんし、そ

ションツールが充実しています。コロナ

禍の前からどこにいても社員同士が密

にコミュニケーションがとれるように会社

として注力してきた経緯があります。

稲本　先ほど一つのフロアで開発して

いる強みをお話ししました。確かに情報

共有はスムーズですし、情報漏洩防

止にもなります。しかしコロナ禍でテレ

ワークが余儀なくされたことにより、コ

ミュニケーションツールを活用しながら、

メンバー同士が離れていても開発を進

めていく経験を積み重ねることができま

した。働き方が変わったなかで、どこに

いてもこれまでと変わらず仕事ができる

体制を一層整えられたことが、今回の

判断につながったのだと思います。

馬場　確かにテレワークにより、働く場

ば良いか考えるきっかけにもなりますし、

モチベーションにつながりますね。

―開発職がお客様と直接関わる

ことは珍しいのでしょうか？

稲本　一概には言えませんが、営業

やサポートなどを経由することが多い

のではないでしょうか。私たちはダイレ

クトに声を聞いて、要望について理解

し、それを実現するための仕様づくりか

ら検討することができます。これは非常

に良いところだと思います。

馬場　ただ、要望をそのまま機能とし

て落とし込むわけではないのが難しい

ですが良いものをリリースすれば必ず

反響があります。あるお客様の要望か

ら取り入れた一つの機能が、ほかのお

客様にも喜んでいただけるというような

広がりがあったときはうれしいものです

よね。

馬場　新型コロナウイルス感染症の

拡大により対面での展示会などはなく

なってしまいましたが、以前は商品の説

明員として参加していました。そこでもお

客様に直接商品について紹介するこ

とができ、関わりを持つことができていま

した。「要望した機能が搭載された」と

か「この機能が便利だからよく使って

いる」とか、お客様の生の声はもっと商

品を活用していただくためにはどうすれ

ところです。パッケージソフトウェアです

から要望を基に、多くのお客様に使っ

ていただけるよう汎用性を持たせること

が重要になります。試行錯誤しますが、

自分たちの商品を作り上げている実

感が持てます。

―これからのICTソリューション

事業部が目指すところは？

稲本　自社商品を10商品に増やす

方針が決まっています。今後ますますク

ラウド化が進むなか、DXを推進するよ

うな商品を新たに展開することになると

思います。

馬場　現在はセキュリティ、教育現場

といった限られた分野に向けて商品を

展開していますが、これからはもっと幅

広い分野に対して商品をリリースして

いく方針ですね。

―幅広い分野の商品をどのように

増やしていくのでしょうか？見通し

を教えてください。

稲本　一つの事業部で10商品の開

発をすることは非効率な部分が出てく

るので、事業部間をまたがった開発を

応できます。これも大きなメリットですよ。

―現在も東京に自社商品開発の

メンバーはいらっしゃいますが、ど

のように開発を進めているので

しょうか？

稲本　東京のメンバー12人は、おお

よそ半数ずつ「SKYMENU」シリー

ズと「SKYDIV Desktop Client」

の商品に分かれて開発を行っていま

す。東京でも大阪でも仕事の進め方

は変わりませんよ。

馬場　すでに東京と大阪のメンバー

が混成したチームがあり、既設のテレ

ビ会議システムやWeb会議システム

「Zoom」を使ってレビューや定例の

会議を行ってコミュニケーションをとっ

ています。このことからも働く場所は弊

害にならないと実感していますね。コロ

ナ禍により、拠点の垣根がさらに低く

なったと思います。

稲本　人数構成だけをとると、大阪の

サテライト的な位置づけに見えるかもし

れませんが決してそうではありません。

馬場　そうですね。東京にもすでに、

「SKYMENU」シリーズで機能開発

のチームリーダーがいますからね。

―東京の開発拠点はすぐに人員

を強化していく方針でしょうか？

稲本　まずは少人数からスタートして

いくことになると思います。東京の現状

の人数では、育成体制が万全に整っ

ているとは言えないので。徐々に大阪、

東京が一緒になって開発していく体

制を整えていきたいですね。

くまで東京、大阪での分散開発です。

Ｓｋｙ株式会社ならではの豊富なコミュ

ニケーションツールをフル活用しながら

開発を進めていきたいです。

―では東京と大阪のメンバーが

一体となって開発を進めるために、

どのような人材を求めていますか？

稲本　大阪のメンバーとの密なやりと

りが必要になりますから、チームで仕事

をする意識を持ち、報連相がしっかりで

きてコミュニケーションを主軸において

仕事を進められる人でなければなりま

せんね。積極的に周りを巻き込んでいく

ような人でないと、東京でこぢんまり仕事

をすることになって埋もれてしまいます。

馬場　確かに、ほかのチームとの技

術的な情報共有も重要ですし、コミュ

ニケーション力は欠かせないですね。

あと、自社商品開発はお客様の視点

はもちろん、システムサポートの立場で

言えば不具合が出たときの調査のし

やすさ、営業の立場ならお客様への

デモンストレーションで説明しやすい機

能や受けの良い画面など、さまざまな

視点に立って考えることが求められま

す。その視点と技術力を融合させて、

商売に結びつけられることも大切です。

馬場　新卒採用のメンバーが1人、

東京に在籍しているのですが、みんな

張り切って前向きに育成に取り組んで

いますよね（笑）フォロー体制はできつ

つあると思います。

稲本　そうですね。ただ、褒めて伸ば

すか、足りない部分を指摘して伸ばす

かは人それぞれですし、ソースコードを

見て何を指摘するかという技術的な

面においても、育成というのは杓子定

規にはいかないところがありますよね。

研修だけでは学べないこともあると思う

ので、現在のメンバーには着実に育

成経験を積んでもらいたいです。

―入社した後、将来的にどういっ

た活躍が考えられますか？

馬場　これから入っていただく方にも

早く役職者になっていただいて、後輩

を指導する役割に回っていただきたい

ですね。すでに東京にも機能開発の

チームリーダーはいますし、ゆくゆくは

商品のリーダーを担っていただくことも

考えられますよね。

稲本　もちろん。やる気があればそう

いった活躍が可能でしょう。とはいえ東

京だけで一つの商品を完結させるの

ではなく、私たちが目指しているのはあ

―技術の面ではいかがでしょうか？

稲本　東京の現状の人員は少ない

ので、やはりある程度の技術力があっ

て仕事を進めていくことができるというこ

とも重要だと思います。技術を貪欲に

吸収する姿勢で仕事に取り組んでほ

しいです。

馬場　先ほどお話ししたＳｋｙ株式会

社の自社開発の特長でもある、上流

から下流までやりたいという人も良いで

すね。独りよがり、技術よがりではなく、

技術をお客様のために便利な機能と

して生かしていくという意識を持ってい

ることも重要な点です。

―たくさん望むことがありますね。

稲本　そうですね……（笑）でもまず

は東京で大阪と同等の環境を整える

ための下地作りの時間が必要ですか

ら、新しいことに挑戦したいという前向

きな気持ちで取り組んでいただける方

とともに頑張っていきたいですね。これ

から東京での採用が加速していくの

で、良い人材に出会えることを楽しみに

しています。

は8月時 点で東 京に1 2 人 、大 阪に

256人が在籍しています。

馬場　メンバーは50～70人ずつ商

品ごとに分かれ、さらにその中で機能ご

とに2～10人ほどのチームに分かれて

開発しています。人数構成からもわかる

ように、開発の主体は大阪ですよね。

稲本　そうですね。今は大阪本社の

一つのフロアで、商品の垣根なく開発

を進めています。それぞれの商品の要

素技術は似ているところが多いので技

―ICTソリューション事業部の開

発業務について教えてください。

稲本　自社商品の開発に取り組んで

います。現在は、クライアント運用管理ソ

フトウェア「SKYSEA Client View」や

学習活動ソフトウェアの「SKYMENU」

シリーズをはじめ、シンクライアントシステ

ム「SKYDIV Desktop Client」、医療

機関向けの「SKYMEC IT Manager」

などの開発に携わっています。メンバー

術に関する疑問点や、予想しうる不具

合などについて気軽に情報共有して、

相乗効果で商品の品質を高め合う

取り組みが積極的にできています。こ

れはICTソリューション事業部の開発

部門の大きな特長といえます。

―縦割りではない強みがあるの

ですね。

馬場　はい。商品の技術的なことに

ついて情報共有が気軽にできることは

大きなメリットだと思います。パーティ

ションなどで商品ごとのチームで座席

が区切られているわけではないので、

ほかのチームが悩んでいるのが聞こえ

てくると自分のチームでのトラブルの経

所が離れていても仕事を進めていける

という自信が持てるようになりましたね。

―コロナ禍が東京での体制強化

を後押しした形ですね。そもそもな

ぜ東京での自社商品開発を強化す

るのですか？

馬場　人員強化の背景にはIT人材

の不足があると思います。会社として10

商品を開発していく方針を掲げている

わけですから、実現に向けてはどうして

も人手が必要です。エンジニアは首都

圏に多いという声もありますし、大阪だ

けでは人手の確保がどうしても難しい。

稲本　そのとおりです。開発のために

人手を割けるだけでなく、東京に人が増

えれば首都圏の案件で障害などが発

生した場合にも、すぐに現場に行って対

自社商品を10商品へ拡大
東京での採用も加速し、開発体制の強化へ

自社商品開発の企画・開発を手掛けるICTソリューション事業部。今後、東京での開発部門

の採用を積極的に取り組む方針を掲げています。開発部門の責任者の二人に、これからの

開発の方向性やＳｋｙ株式会社ならではの仕事のやりがいについて語っていただきました。

対談

開発部開発課 事業部長

1998年にアルバイトとして入社。
自動車向け基板検査システムや学
校向けグループウェアサーバーなど
を手掛け、現在は自社商品全般の
開発を統括する。

稲本 和大
開発部開発課 次長

2005年にキャリア採用で入社。車載
ECU、複合機開発などの経験を経て、
現在は自社商品開発の現場リーダー
として、主に「SKYSEA Client View」
の開発を担当。

馬場 勝行

験などを基にアドバイスするという、いい

意味での「お節介文化」が根づいて

いますよね。

稲本　自社商品開発の部門だけで

なく、会社全体として困っている人を

放っておけない人が多いですよね。み

んなで協力し合う「ALL Ｓｋｙ」の精

神がしっかり根づいています。その現

れとして、普段から会話の多い会社

だと思います。

馬場　そうですね。それに自部署だけ

でなく、システムサポート、営業、販促

企画など他部署の人たちとの垣根も

低いです。日常的にお客様からの要

望やトラブルへの対応など困りごとにつ

いて相談を受けますし、お客様との打

ち合わせに開発メンバーが参加するこ

とも多いです。各方面から信頼されて

いることを感じられますよね。

―開発者とお客様との距離も近

いということですね。

馬場　はい。打ち合わせはお客様か

ら直接、お困りごとや実現したいことな

どについてお話を伺える貴重な場で

す。そこから機能の仕様や画面の操

作性まで開発メンバーが考えてお客

様に方向性を提案し、お客様と一緒

にレビューして作り上げていきます。

稲本　上流から関わりたい方には、

本当にやりがいがある組織ですよ。実

際のところお客様の要望はざっくりとし

たものが多いです。そこから、自社商品

をどのように作り上げていくのか考えて

いくというのは、モノづくりをやっている

実感がある。しかもお客様からの喜び

の声を直接いただくこともできます。

馬場　お客様の姿が見えているとい

うのは開発する上で大きなメリットです

よね。

―上流の企画の部分から開発メ

ンバーも携わり、主体的に関われる

ことがやりがいにつながっているの

ですね。

馬場　そうですね。自分が提案した仕

様や機能を商売につなげていく実感

を持つことができます。責任も大きいけ

ど、本当に喜びややりがいを感じられま

すよね。

稲本　これは本当にそうですね。当然

72人 68人 54人

主力商品の開発に関わる人員

SKYSEA Client View 「SKYMENU」シリーズ SKYDIV Desktop Client
2021年8月現在
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の相乗効果でSIもより拡大していける

未来になっていかなければならない。

馬場　それには人手が必要となります

よね。

稲本　そうです。ですからお客様のお

困りごとに、より柔軟に対応するために

も東京での開発の体制を強化してい

きます。

―東京と大阪、離れた拠点でス

ムーズに開発を進めるのは難しそ

うなイメージです。

馬場　会社からiPhoneやノートPC

が貸与されていますし、社内ブログや

社内SNS「Ｓｋｙなう」などコミュニケー

進めたいです。クライアント・システム開

発事業部と連携することで、得意とする

AIやデータ分析、クラウド基盤の構築

といった技術を生かしながら、知識、経

験、人員などを最適化した体制での開

発を加速させたいです。開発だけでな

く、販促企画、システムサポートの面でも

連携を深めていきたいと思っています。

馬場　連携していくなかで、クライアン

ト・システム開発事業部からは、仕事の

プロセスや段取りの踏み方など、特に

仕事の進め方に学ぶところがあります

ね。そのほかにも、お客様の要望を要

件として落とし込むことや、技術の面で

ももちろん新鮮な部分があります。事業

部間の壁も低く、連携していける環境

にあると思います。知らないことを共有し

合って、お互いに良い部分を吸収しな

がらコラボレーションしていきたいです。

―事業部間をまたがった開発へ

と変わっていくのですね。

稲本　そうですね。あと、ただやみくも

に商品を増やすのではなく、SI拡大に

つなげることも大事だと思っています。

お客様の課題解決に向け、自社商品

を軸にSIを行っていけば提案の幅も

広がります。そのためにも自社商品で

多方面の業務をまかなえるラインアッ

プにしていかなければなりませんし、そ

ションツールが充実しています。コロナ

禍の前からどこにいても社員同士が密

にコミュニケーションがとれるように会社

として注力してきた経緯があります。

稲本　先ほど一つのフロアで開発して

いる強みをお話ししました。確かに情報

共有はスムーズですし、情報漏洩防

止にもなります。しかしコロナ禍でテレ

ワークが余儀なくされたことにより、コ

ミュニケーションツールを活用しながら、

メンバー同士が離れていても開発を進

めていく経験を積み重ねることができま

した。働き方が変わったなかで、どこに

いてもこれまでと変わらず仕事ができる

体制を一層整えられたことが、今回の

判断につながったのだと思います。

馬場　確かにテレワークにより、働く場

ば良いか考えるきっかけにもなりますし、

モチベーションにつながりますね。

―開発職がお客様と直接関わる

ことは珍しいのでしょうか？

稲本　一概には言えませんが、営業

やサポートなどを経由することが多い

のではないでしょうか。私たちはダイレ

クトに声を聞いて、要望について理解

し、それを実現するための仕様づくりか

ら検討することができます。これは非常

に良いところだと思います。

馬場　ただ、要望をそのまま機能とし

て落とし込むわけではないのが難しい

ですが良いものをリリースすれば必ず

反響があります。あるお客様の要望か

ら取り入れた一つの機能が、ほかのお

客様にも喜んでいただけるというような

広がりがあったときはうれしいものです

よね。

馬場　新型コロナウイルス感染症の

拡大により対面での展示会などはなく

なってしまいましたが、以前は商品の説

明員として参加していました。そこでもお

客様に直接商品について紹介するこ

とができ、関わりを持つことができていま

した。「要望した機能が搭載された」と

か「この機能が便利だからよく使って

いる」とか、お客様の生の声はもっと商

品を活用していただくためにはどうすれ

ところです。パッケージソフトウェアです

から要望を基に、多くのお客様に使っ

ていただけるよう汎用性を持たせること

が重要になります。試行錯誤しますが、

自分たちの商品を作り上げている実

感が持てます。

―これからのICTソリューション

事業部が目指すところは？

稲本　自社商品を10商品に増やす

方針が決まっています。今後ますますク

ラウド化が進むなか、DXを推進するよ

うな商品を新たに展開することになると

思います。

馬場　現在はセキュリティ、教育現場

といった限られた分野に向けて商品を

展開していますが、これからはもっと幅

広い分野に対して商品をリリースして

いく方針ですね。

―幅広い分野の商品をどのように

増やしていくのでしょうか？見通し

を教えてください。

稲本　一つの事業部で10商品の開

発をすることは非効率な部分が出てく

るので、事業部間をまたがった開発を

応できます。これも大きなメリットですよ。

―現在も東京に自社商品開発の

メンバーはいらっしゃいますが、ど

のように開発を進めているので

しょうか？

稲本　東京のメンバー12人は、おお

よそ半数ずつ「SKYMENU」シリー

ズと「SKYDIV Desktop Client」

の商品に分かれて開発を行っていま

す。東京でも大阪でも仕事の進め方

は変わりませんよ。

馬場　すでに東京と大阪のメンバー

が混成したチームがあり、既設のテレ

ビ会議システムやWeb会議システム

「Zoom」を使ってレビューや定例の

会議を行ってコミュニケーションをとっ

ています。このことからも働く場所は弊

害にならないと実感していますね。コロ

ナ禍により、拠点の垣根がさらに低く

なったと思います。

稲本　人数構成だけをとると、大阪の

サテライト的な位置づけに見えるかもし

れませんが決してそうではありません。

馬場　そうですね。東京にもすでに、

「SKYMENU」シリーズで機能開発

のチームリーダーがいますからね。

―東京の開発拠点はすぐに人員

を強化していく方針でしょうか？

稲本　まずは少人数からスタートして

いくことになると思います。東京の現状

の人数では、育成体制が万全に整っ

ているとは言えないので。徐々に大阪、

東京が一緒になって開発していく体

制を整えていきたいですね。

くまで東京、大阪での分散開発です。

Ｓｋｙ株式会社ならではの豊富なコミュ

ニケーションツールをフル活用しながら

開発を進めていきたいです。

―では東京と大阪のメンバーが

一体となって開発を進めるために、

どのような人材を求めていますか？

稲本　大阪のメンバーとの密なやりと

りが必要になりますから、チームで仕事

をする意識を持ち、報連相がしっかりで

きてコミュニケーションを主軸において

仕事を進められる人でなければなりま

せんね。積極的に周りを巻き込んでいく

ような人でないと、東京でこぢんまり仕事

をすることになって埋もれてしまいます。

馬場　確かに、ほかのチームとの技

術的な情報共有も重要ですし、コミュ

ニケーション力は欠かせないですね。

あと、自社商品開発はお客様の視点

はもちろん、システムサポートの立場で

言えば不具合が出たときの調査のし

やすさ、営業の立場ならお客様への

デモンストレーションで説明しやすい機

能や受けの良い画面など、さまざまな

視点に立って考えることが求められま

す。その視点と技術力を融合させて、

商売に結びつけられることも大切です。

馬場　新卒採用のメンバーが1人、

東京に在籍しているのですが、みんな

張り切って前向きに育成に取り組んで

いますよね（笑）フォロー体制はできつ

つあると思います。

稲本　そうですね。ただ、褒めて伸ば

すか、足りない部分を指摘して伸ばす

かは人それぞれですし、ソースコードを

見て何を指摘するかという技術的な

面においても、育成というのは杓子定

規にはいかないところがありますよね。

研修だけでは学べないこともあると思う

ので、現在のメンバーには着実に育

成経験を積んでもらいたいです。

―入社した後、将来的にどういっ

た活躍が考えられますか？

馬場　これから入っていただく方にも

早く役職者になっていただいて、後輩

を指導する役割に回っていただきたい

ですね。すでに東京にも機能開発の

チームリーダーはいますし、ゆくゆくは

商品のリーダーを担っていただくことも

考えられますよね。

稲本　もちろん。やる気があればそう

いった活躍が可能でしょう。とはいえ東

京だけで一つの商品を完結させるの

ではなく、私たちが目指しているのはあ

―技術の面ではいかがでしょうか？

稲本　東京の現状の人員は少ない

ので、やはりある程度の技術力があっ

て仕事を進めていくことができるというこ

とも重要だと思います。技術を貪欲に

吸収する姿勢で仕事に取り組んでほ

しいです。

馬場　先ほどお話ししたＳｋｙ株式会

社の自社開発の特長でもある、上流

から下流までやりたいという人も良いで

すね。独りよがり、技術よがりではなく、

技術をお客様のために便利な機能と

して生かしていくという意識を持ってい

ることも重要な点です。

―たくさん望むことがありますね。

稲本　そうですね……（笑）でもまず

は東京で大阪と同等の環境を整える

ための下地作りの時間が必要ですか

ら、新しいことに挑戦したいという前向

きな気持ちで取り組んでいただける方

とともに頑張っていきたいですね。これ

から東京での採用が加速していくの

で、良い人材に出会えることを楽しみに

しています。

は8月時 点で東 京に1 2 人 、大 阪に

256人が在籍しています。

馬場　メンバーは50～70人ずつ商

品ごとに分かれ、さらにその中で機能ご

とに2～10人ほどのチームに分かれて

開発しています。人数構成からもわかる

ように、開発の主体は大阪ですよね。

稲本　そうですね。今は大阪本社の

一つのフロアで、商品の垣根なく開発

を進めています。それぞれの商品の要

素技術は似ているところが多いので技

―ICTソリューション事業部の開

発業務について教えてください。

稲本　自社商品の開発に取り組んで

います。現在は、クライアント運用管理ソ

フトウェア「SKYSEA Client View」や

学習活動ソフトウェアの「SKYMENU」

シリーズをはじめ、シンクライアントシステ

ム「SKYDIV Desktop Client」、医療

機関向けの「SKYMEC IT Manager」

などの開発に携わっています。メンバー

術に関する疑問点や、予想しうる不具

合などについて気軽に情報共有して、

相乗効果で商品の品質を高め合う

取り組みが積極的にできています。こ

れはICTソリューション事業部の開発

部門の大きな特長といえます。

―縦割りではない強みがあるの

ですね。

馬場　はい。商品の技術的なことに

ついて情報共有が気軽にできることは

大きなメリットだと思います。パーティ

ションなどで商品ごとのチームで座席

が区切られているわけではないので、

ほかのチームが悩んでいるのが聞こえ

てくると自分のチームでのトラブルの経

所が離れていても仕事を進めていける

という自信が持てるようになりましたね。

―コロナ禍が東京での体制強化

を後押しした形ですね。そもそもな

ぜ東京での自社商品開発を強化す

るのですか？

馬場　人員強化の背景にはIT人材

の不足があると思います。会社として10

商品を開発していく方針を掲げている

わけですから、実現に向けてはどうして

も人手が必要です。エンジニアは首都

圏に多いという声もありますし、大阪だ

けでは人手の確保がどうしても難しい。

稲本　そのとおりです。開発のために

人手を割けるだけでなく、東京に人が増

えれば首都圏の案件で障害などが発

生した場合にも、すぐに現場に行って対

験などを基にアドバイスするという、いい

意味での「お節介文化」が根づいて

いますよね。

稲本　自社商品開発の部門だけで

なく、会社全体として困っている人を

放っておけない人が多いですよね。み

んなで協力し合う「ALL Ｓｋｙ」の精

神がしっかり根づいています。その現

れとして、普段から会話の多い会社

だと思います。

馬場　そうですね。それに自部署だけ

でなく、システムサポート、営業、販促

企画など他部署の人たちとの垣根も

低いです。日常的にお客様からの要

望やトラブルへの対応など困りごとにつ

いて相談を受けますし、お客様との打

ち合わせに開発メンバーが参加するこ

とも多いです。各方面から信頼されて

いることを感じられますよね。

―開発者とお客様との距離も近

いということですね。

馬場　はい。打ち合わせはお客様か

ら直接、お困りごとや実現したいことな

どについてお話を伺える貴重な場で

す。そこから機能の仕様や画面の操

作性まで開発メンバーが考えてお客

様に方向性を提案し、お客様と一緒

にレビューして作り上げていきます。

稲本　上流から関わりたい方には、

本当にやりがいがある組織ですよ。実

際のところお客様の要望はざっくりとし

たものが多いです。そこから、自社商品

をどのように作り上げていくのか考えて

いくというのは、モノづくりをやっている

実感がある。しかもお客様からの喜び

の声を直接いただくこともできます。

馬場　お客様の姿が見えているとい

うのは開発する上で大きなメリットです

よね。

―上流の企画の部分から開発メ

ンバーも携わり、主体的に関われる

ことがやりがいにつながっているの

ですね。

馬場　そうですね。自分が提案した仕

様や機能を商売につなげていく実感

を持つことができます。責任も大きいけ

ど、本当に喜びややりがいを感じられま

すよね。

稲本　これは本当にそうですね。当然
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の相乗効果でSIもより拡大していける

未来になっていかなければならない。

馬場　それには人手が必要となります

よね。

稲本　そうです。ですからお客様のお

困りごとに、より柔軟に対応するために

も東京での開発の体制を強化してい

きます。

―東京と大阪、離れた拠点でス

ムーズに開発を進めるのは難しそ

うなイメージです。

馬場　会社からiPhoneやノートPC

が貸与されていますし、社内ブログや

社内SNS「Ｓｋｙなう」などコミュニケー

進めたいです。クライアント・システム開

発事業部と連携することで、得意とする

AIやデータ分析、クラウド基盤の構築

といった技術を生かしながら、知識、経

験、人員などを最適化した体制での開

発を加速させたいです。開発だけでな

く、販促企画、システムサポートの面でも

連携を深めていきたいと思っています。

馬場　連携していくなかで、クライアン

ト・システム開発事業部からは、仕事の

プロセスや段取りの踏み方など、特に

仕事の進め方に学ぶところがあります

ね。そのほかにも、お客様の要望を要

件として落とし込むことや、技術の面で

ももちろん新鮮な部分があります。事業

部間の壁も低く、連携していける環境

にあると思います。知らないことを共有し

合って、お互いに良い部分を吸収しな

がらコラボレーションしていきたいです。

―事業部間をまたがった開発へ

と変わっていくのですね。

稲本　そうですね。あと、ただやみくも

に商品を増やすのではなく、SI拡大に

つなげることも大事だと思っています。

お客様の課題解決に向け、自社商品

を軸にSIを行っていけば提案の幅も

広がります。そのためにも自社商品で

多方面の業務をまかなえるラインアッ

プにしていかなければなりませんし、そ

ションツールが充実しています。コロナ

禍の前からどこにいても社員同士が密

にコミュニケーションがとれるように会社

として注力してきた経緯があります。

稲本　先ほど一つのフロアで開発して

いる強みをお話ししました。確かに情報

共有はスムーズですし、情報漏洩防

止にもなります。しかしコロナ禍でテレ

ワークが余儀なくされたことにより、コ

ミュニケーションツールを活用しながら、

メンバー同士が離れていても開発を進

めていく経験を積み重ねることができま

した。働き方が変わったなかで、どこに

いてもこれまでと変わらず仕事ができる

体制を一層整えられたことが、今回の

判断につながったのだと思います。

馬場　確かにテレワークにより、働く場

ば良いか考えるきっかけにもなりますし、

モチベーションにつながりますね。

―開発職がお客様と直接関わる

ことは珍しいのでしょうか？

稲本　一概には言えませんが、営業

やサポートなどを経由することが多い

のではないでしょうか。私たちはダイレ

クトに声を聞いて、要望について理解

し、それを実現するための仕様づくりか

ら検討することができます。これは非常

に良いところだと思います。

馬場　ただ、要望をそのまま機能とし

て落とし込むわけではないのが難しい

ですが良いものをリリースすれば必ず

反響があります。あるお客様の要望か

ら取り入れた一つの機能が、ほかのお

客様にも喜んでいただけるというような

広がりがあったときはうれしいものです

よね。

馬場　新型コロナウイルス感染症の

拡大により対面での展示会などはなく

なってしまいましたが、以前は商品の説

明員として参加していました。そこでもお

客様に直接商品について紹介するこ

とができ、関わりを持つことができていま

した。「要望した機能が搭載された」と

か「この機能が便利だからよく使って

いる」とか、お客様の生の声はもっと商

品を活用していただくためにはどうすれ

ところです。パッケージソフトウェアです

から要望を基に、多くのお客様に使っ

ていただけるよう汎用性を持たせること

が重要になります。試行錯誤しますが、

自分たちの商品を作り上げている実

感が持てます。

―これからのICTソリューション

事業部が目指すところは？

稲本　自社商品を10商品に増やす

方針が決まっています。今後ますますク

ラウド化が進むなか、DXを推進するよ

うな商品を新たに展開することになると

思います。

馬場　現在はセキュリティ、教育現場

といった限られた分野に向けて商品を

展開していますが、これからはもっと幅

広い分野に対して商品をリリースして

いく方針ですね。

―幅広い分野の商品をどのように

増やしていくのでしょうか？見通し

を教えてください。

稲本　一つの事業部で10商品の開

発をすることは非効率な部分が出てく

るので、事業部間をまたがった開発を

応できます。これも大きなメリットですよ。

―現在も東京に自社商品開発の

メンバーはいらっしゃいますが、ど

のように開発を進めているので

しょうか？

稲本　東京のメンバー12人は、おお

よそ半数ずつ「SKYMENU」シリー

ズと「SKYDIV Desktop Client」

の商品に分かれて開発を行っていま

す。東京でも大阪でも仕事の進め方

は変わりませんよ。

馬場　すでに東京と大阪のメンバー

が混成したチームがあり、既設のテレ

ビ会議システムやWeb会議システム

「Zoom」を使ってレビューや定例の

会議を行ってコミュニケーションをとっ

ています。このことからも働く場所は弊

害にならないと実感していますね。コロ

ナ禍により、拠点の垣根がさらに低く

なったと思います。

稲本　人数構成だけをとると、大阪の

サテライト的な位置づけに見えるかもし

れませんが決してそうではありません。

馬場　そうですね。東京にもすでに、

「SKYMENU」シリーズで機能開発

のチームリーダーがいますからね。

―東京の開発拠点はすぐに人員

を強化していく方針でしょうか？

稲本　まずは少人数からスタートして

いくことになると思います。東京の現状

の人数では、育成体制が万全に整っ

ているとは言えないので。徐々に大阪、

東京が一緒になって開発していく体

制を整えていきたいですね。

くまで東京、大阪での分散開発です。

Ｓｋｙ株式会社ならではの豊富なコミュ

ニケーションツールをフル活用しながら

開発を進めていきたいです。

―では東京と大阪のメンバーが

一体となって開発を進めるために、

どのような人材を求めていますか？

稲本　大阪のメンバーとの密なやりと

りが必要になりますから、チームで仕事

をする意識を持ち、報連相がしっかりで

きてコミュニケーションを主軸において

仕事を進められる人でなければなりま

せんね。積極的に周りを巻き込んでいく

ような人でないと、東京でこぢんまり仕事

をすることになって埋もれてしまいます。

馬場　確かに、ほかのチームとの技

術的な情報共有も重要ですし、コミュ

ニケーション力は欠かせないですね。

あと、自社商品開発はお客様の視点

はもちろん、システムサポートの立場で

言えば不具合が出たときの調査のし

やすさ、営業の立場ならお客様への

デモンストレーションで説明しやすい機

能や受けの良い画面など、さまざまな

視点に立って考えることが求められま

す。その視点と技術力を融合させて、

商売に結びつけられることも大切です。

馬場　新卒採用のメンバーが1人、

東京に在籍しているのですが、みんな

張り切って前向きに育成に取り組んで

いますよね（笑）フォロー体制はできつ

つあると思います。

稲本　そうですね。ただ、褒めて伸ば

すか、足りない部分を指摘して伸ばす

かは人それぞれですし、ソースコードを

見て何を指摘するかという技術的な

面においても、育成というのは杓子定

規にはいかないところがありますよね。

研修だけでは学べないこともあると思う

ので、現在のメンバーには着実に育

成経験を積んでもらいたいです。

―入社した後、将来的にどういっ

た活躍が考えられますか？

馬場　これから入っていただく方にも

早く役職者になっていただいて、後輩

を指導する役割に回っていただきたい

ですね。すでに東京にも機能開発の

チームリーダーはいますし、ゆくゆくは

商品のリーダーを担っていただくことも

考えられますよね。

稲本　もちろん。やる気があればそう

いった活躍が可能でしょう。とはいえ東

京だけで一つの商品を完結させるの

ではなく、私たちが目指しているのはあ

―技術の面ではいかがでしょうか？

稲本　東京の現状の人員は少ない

ので、やはりある程度の技術力があっ

て仕事を進めていくことができるというこ

とも重要だと思います。技術を貪欲に

吸収する姿勢で仕事に取り組んでほ

しいです。

馬場　先ほどお話ししたＳｋｙ株式会

社の自社開発の特長でもある、上流

から下流までやりたいという人も良いで

すね。独りよがり、技術よがりではなく、

技術をお客様のために便利な機能と

して生かしていくという意識を持ってい

ることも重要な点です。

―たくさん望むことがありますね。

稲本　そうですね……（笑）でもまず

は東京で大阪と同等の環境を整える

ための下地作りの時間が必要ですか

ら、新しいことに挑戦したいという前向

きな気持ちで取り組んでいただける方

とともに頑張っていきたいですね。これ

から東京での採用が加速していくの

で、良い人材に出会えることを楽しみに

しています。

は8月時 点で東 京に1 2 人 、大 阪に

256人が在籍しています。

馬場　メンバーは50～70人ずつ商

品ごとに分かれ、さらにその中で機能ご

とに2～10人ほどのチームに分かれて

開発しています。人数構成からもわかる

ように、開発の主体は大阪ですよね。

稲本　そうですね。今は大阪本社の

一つのフロアで、商品の垣根なく開発

を進めています。それぞれの商品の要

素技術は似ているところが多いので技

―ICTソリューション事業部の開

発業務について教えてください。

稲本　自社商品の開発に取り組んで

います。現在は、クライアント運用管理ソ

フトウェア「SKYSEA Client View」や

学習活動ソフトウェアの「SKYMENU」

シリーズをはじめ、シンクライアントシステ

ム「SKYDIV Desktop Client」、医療

機関向けの「SKYMEC IT Manager」

などの開発に携わっています。メンバー

術に関する疑問点や、予想しうる不具

合などについて気軽に情報共有して、

相乗効果で商品の品質を高め合う

取り組みが積極的にできています。こ

れはICTソリューション事業部の開発

部門の大きな特長といえます。

―縦割りではない強みがあるの

ですね。

馬場　はい。商品の技術的なことに

ついて情報共有が気軽にできることは

大きなメリットだと思います。パーティ

ションなどで商品ごとのチームで座席

が区切られているわけではないので、

ほかのチームが悩んでいるのが聞こえ

てくると自分のチームでのトラブルの経

所が離れていても仕事を進めていける

という自信が持てるようになりましたね。

―コロナ禍が東京での体制強化

を後押しした形ですね。そもそもな

ぜ東京での自社商品開発を強化す

るのですか？

馬場　人員強化の背景にはIT人材

の不足があると思います。会社として10

商品を開発していく方針を掲げている

わけですから、実現に向けてはどうして

も人手が必要です。エンジニアは首都

圏に多いという声もありますし、大阪だ

けでは人手の確保がどうしても難しい。

稲本　そのとおりです。開発のために

人手を割けるだけでなく、東京に人が増

えれば首都圏の案件で障害などが発

生した場合にも、すぐに現場に行って対

験などを基にアドバイスするという、いい

意味での「お節介文化」が根づいて

いますよね。

稲本　自社商品開発の部門だけで

なく、会社全体として困っている人を

放っておけない人が多いですよね。み

んなで協力し合う「ALL Ｓｋｙ」の精

神がしっかり根づいています。その現

れとして、普段から会話の多い会社

だと思います。

馬場　そうですね。それに自部署だけ

でなく、システムサポート、営業、販促

企画など他部署の人たちとの垣根も

低いです。日常的にお客様からの要

望やトラブルへの対応など困りごとにつ

いて相談を受けますし、お客様との打

ち合わせに開発メンバーが参加するこ

とも多いです。各方面から信頼されて

いることを感じられますよね。

―開発者とお客様との距離も近

いということですね。

馬場　はい。打ち合わせはお客様か

ら直接、お困りごとや実現したいことな

どについてお話を伺える貴重な場で

す。そこから機能の仕様や画面の操

作性まで開発メンバーが考えてお客

様に方向性を提案し、お客様と一緒

にレビューして作り上げていきます。

稲本　上流から関わりたい方には、

本当にやりがいがある組織ですよ。実

際のところお客様の要望はざっくりとし

たものが多いです。そこから、自社商品

をどのように作り上げていくのか考えて

いくというのは、モノづくりをやっている

実感がある。しかもお客様からの喜び

の声を直接いただくこともできます。

馬場　お客様の姿が見えているとい

うのは開発する上で大きなメリットです

よね。

―上流の企画の部分から開発メ

ンバーも携わり、主体的に関われる

ことがやりがいにつながっているの

ですね。

馬場　そうですね。自分が提案した仕

様や機能を商売につなげていく実感

を持つことができます。責任も大きいけ

ど、本当に喜びややりがいを感じられま

すよね。

稲本　これは本当にそうですね。当然
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の相乗効果でSIもより拡大していける

未来になっていかなければならない。

馬場　それには人手が必要となります

よね。

稲本　そうです。ですからお客様のお

困りごとに、より柔軟に対応するために

も東京での開発の体制を強化してい

きます。

―東京と大阪、離れた拠点でス

ムーズに開発を進めるのは難しそ

うなイメージです。

馬場　会社からiPhoneやノートPC

が貸与されていますし、社内ブログや

社内SNS「Ｓｋｙなう」などコミュニケー

進めたいです。クライアント・システム開

発事業部と連携することで、得意とする

AIやデータ分析、クラウド基盤の構築

といった技術を生かしながら、知識、経

験、人員などを最適化した体制での開

発を加速させたいです。開発だけでな

く、販促企画、システムサポートの面でも

連携を深めていきたいと思っています。

馬場　連携していくなかで、クライアン

ト・システム開発事業部からは、仕事の

プロセスや段取りの踏み方など、特に

仕事の進め方に学ぶところがあります

ね。そのほかにも、お客様の要望を要

件として落とし込むことや、技術の面で

ももちろん新鮮な部分があります。事業

部間の壁も低く、連携していける環境

にあると思います。知らないことを共有し

合って、お互いに良い部分を吸収しな

がらコラボレーションしていきたいです。

―事業部間をまたがった開発へ

と変わっていくのですね。

稲本　そうですね。あと、ただやみくも

に商品を増やすのではなく、SI拡大に

つなげることも大事だと思っています。

お客様の課題解決に向け、自社商品

を軸にSIを行っていけば提案の幅も

広がります。そのためにも自社商品で

多方面の業務をまかなえるラインアッ

プにしていかなければなりませんし、そ

ションツールが充実しています。コロナ

禍の前からどこにいても社員同士が密

にコミュニケーションがとれるように会社

として注力してきた経緯があります。

稲本　先ほど一つのフロアで開発して

いる強みをお話ししました。確かに情報

共有はスムーズですし、情報漏洩防

止にもなります。しかしコロナ禍でテレ

ワークが余儀なくされたことにより、コ

ミュニケーションツールを活用しながら、

メンバー同士が離れていても開発を進

めていく経験を積み重ねることができま

した。働き方が変わったなかで、どこに

いてもこれまでと変わらず仕事ができる

体制を一層整えられたことが、今回の

判断につながったのだと思います。

馬場　確かにテレワークにより、働く場

ば良いか考えるきっかけにもなりますし、

モチベーションにつながりますね。

―開発職がお客様と直接関わる

ことは珍しいのでしょうか？

稲本　一概には言えませんが、営業

やサポートなどを経由することが多い

のではないでしょうか。私たちはダイレ

クトに声を聞いて、要望について理解

し、それを実現するための仕様づくりか

ら検討することができます。これは非常

に良いところだと思います。

馬場　ただ、要望をそのまま機能とし

て落とし込むわけではないのが難しい

ですが良いものをリリースすれば必ず

反響があります。あるお客様の要望か

ら取り入れた一つの機能が、ほかのお

客様にも喜んでいただけるというような

広がりがあったときはうれしいものです

よね。

馬場　新型コロナウイルス感染症の

拡大により対面での展示会などはなく

なってしまいましたが、以前は商品の説

明員として参加していました。そこでもお

客様に直接商品について紹介するこ

とができ、関わりを持つことができていま

した。「要望した機能が搭載された」と

か「この機能が便利だからよく使って

いる」とか、お客様の生の声はもっと商

品を活用していただくためにはどうすれ

ところです。パッケージソフトウェアです

から要望を基に、多くのお客様に使っ

ていただけるよう汎用性を持たせること

が重要になります。試行錯誤しますが、

自分たちの商品を作り上げている実

感が持てます。

―これからのICTソリューション

事業部が目指すところは？

稲本　自社商品を10商品に増やす

方針が決まっています。今後ますますク

ラウド化が進むなか、DXを推進するよ

うな商品を新たに展開することになると

思います。

馬場　現在はセキュリティ、教育現場

といった限られた分野に向けて商品を

展開していますが、これからはもっと幅

広い分野に対して商品をリリースして

いく方針ですね。

―幅広い分野の商品をどのように

増やしていくのでしょうか？見通し

を教えてください。

稲本　一つの事業部で10商品の開

発をすることは非効率な部分が出てく

るので、事業部間をまたがった開発を

応できます。これも大きなメリットですよ。

―現在も東京に自社商品開発の

メンバーはいらっしゃいますが、ど

のように開発を進めているので

しょうか？

稲本　東京のメンバー12人は、おお

よそ半数ずつ「SKYMENU」シリー

ズと「SKYDIV Desktop Client」

の商品に分かれて開発を行っていま

す。東京でも大阪でも仕事の進め方

は変わりませんよ。

馬場　すでに東京と大阪のメンバー

が混成したチームがあり、既設のテレ

ビ会議システムやWeb会議システム

「Zoom」を使ってレビューや定例の

会議を行ってコミュニケーションをとっ

ています。このことからも働く場所は弊

害にならないと実感していますね。コロ

ナ禍により、拠点の垣根がさらに低く

なったと思います。

稲本　人数構成だけをとると、大阪の

サテライト的な位置づけに見えるかもし

れませんが決してそうではありません。

馬場　そうですね。東京にもすでに、

「SKYMENU」シリーズで機能開発

のチームリーダーがいますからね。

―東京の開発拠点はすぐに人員

を強化していく方針でしょうか？

稲本　まずは少人数からスタートして

いくことになると思います。東京の現状

の人数では、育成体制が万全に整っ

ているとは言えないので。徐々に大阪、

東京が一緒になって開発していく体

制を整えていきたいですね。

くまで東京、大阪での分散開発です。

Ｓｋｙ株式会社ならではの豊富なコミュ

ニケーションツールをフル活用しながら

開発を進めていきたいです。

―では東京と大阪のメンバーが

一体となって開発を進めるために、

どのような人材を求めていますか？

稲本　大阪のメンバーとの密なやりと

りが必要になりますから、チームで仕事

をする意識を持ち、報連相がしっかりで

きてコミュニケーションを主軸において

仕事を進められる人でなければなりま

せんね。積極的に周りを巻き込んでいく

ような人でないと、東京でこぢんまり仕事

をすることになって埋もれてしまいます。

馬場　確かに、ほかのチームとの技

術的な情報共有も重要ですし、コミュ

ニケーション力は欠かせないですね。

あと、自社商品開発はお客様の視点

はもちろん、システムサポートの立場で

言えば不具合が出たときの調査のし

やすさ、営業の立場ならお客様への

デモンストレーションで説明しやすい機

能や受けの良い画面など、さまざまな

視点に立って考えることが求められま

す。その視点と技術力を融合させて、

商売に結びつけられることも大切です。

馬場　新卒採用のメンバーが1人、

東京に在籍しているのですが、みんな

張り切って前向きに育成に取り組んで

いますよね（笑）フォロー体制はできつ

つあると思います。

稲本　そうですね。ただ、褒めて伸ば

すか、足りない部分を指摘して伸ばす

かは人それぞれですし、ソースコードを

見て何を指摘するかという技術的な

面においても、育成というのは杓子定

規にはいかないところがありますよね。

研修だけでは学べないこともあると思う

ので、現在のメンバーには着実に育

成経験を積んでもらいたいです。

―入社した後、将来的にどういっ

た活躍が考えられますか？

馬場　これから入っていただく方にも

早く役職者になっていただいて、後輩

を指導する役割に回っていただきたい

ですね。すでに東京にも機能開発の

チームリーダーはいますし、ゆくゆくは

商品のリーダーを担っていただくことも

考えられますよね。

稲本　もちろん。やる気があればそう

いった活躍が可能でしょう。とはいえ東

京だけで一つの商品を完結させるの

ではなく、私たちが目指しているのはあ

―技術の面ではいかがでしょうか？

稲本　東京の現状の人員は少ない

ので、やはりある程度の技術力があっ

て仕事を進めていくことができるというこ

とも重要だと思います。技術を貪欲に

吸収する姿勢で仕事に取り組んでほ

しいです。

馬場　先ほどお話ししたＳｋｙ株式会

社の自社開発の特長でもある、上流

から下流までやりたいという人も良いで

すね。独りよがり、技術よがりではなく、

技術をお客様のために便利な機能と

して生かしていくという意識を持ってい

ることも重要な点です。

―たくさん望むことがありますね。

稲本　そうですね……（笑）でもまず

は東京で大阪と同等の環境を整える

ための下地作りの時間が必要ですか

ら、新しいことに挑戦したいという前向

きな気持ちで取り組んでいただける方

とともに頑張っていきたいですね。これ

から東京での採用が加速していくの

で、良い人材に出会えることを楽しみに

しています。

（写真左）

（写真右）

は8月時 点で東 京に1 2 人 、大 阪に

256人が在籍しています。

馬場　メンバーは50～70人ずつ商

品ごとに分かれ、さらにその中で機能ご

とに2～10人ほどのチームに分かれて

開発しています。人数構成からもわかる

ように、開発の主体は大阪ですよね。

稲本　そうですね。今は大阪本社の

一つのフロアで、商品の垣根なく開発

を進めています。それぞれの商品の要

素技術は似ているところが多いので技

―ICTソリューション事業部の開

発業務について教えてください。

稲本　自社商品の開発に取り組んで

います。現在は、クライアント運用管理ソ

フトウェア「SKYSEA Client View」や

学習活動ソフトウェアの「SKYMENU」

シリーズをはじめ、シンクライアントシステ

ム「SKYDIV Desktop Client」、医療

機関向けの「SKYMEC IT Manager」

などの開発に携わっています。メンバー

術に関する疑問点や、予想しうる不具

合などについて気軽に情報共有して、

相乗効果で商品の品質を高め合う

取り組みが積極的にできています。こ

れはICTソリューション事業部の開発

部門の大きな特長といえます。

―縦割りではない強みがあるの

ですね。

馬場　はい。商品の技術的なことに

ついて情報共有が気軽にできることは

大きなメリットだと思います。パーティ

ションなどで商品ごとのチームで座席

が区切られているわけではないので、

ほかのチームが悩んでいるのが聞こえ

てくると自分のチームでのトラブルの経

所が離れていても仕事を進めていける

という自信が持てるようになりましたね。

―コロナ禍が東京での体制強化

を後押しした形ですね。そもそもな

ぜ東京での自社商品開発を強化す

るのですか？

馬場　人員強化の背景にはIT人材

の不足があると思います。会社として10

商品を開発していく方針を掲げている

わけですから、実現に向けてはどうして

も人手が必要です。エンジニアは首都

圏に多いという声もありますし、大阪だ

けでは人手の確保がどうしても難しい。

稲本　そのとおりです。開発のために

人手を割けるだけでなく、東京に人が増

えれば首都圏の案件で障害などが発

生した場合にも、すぐに現場に行って対

験などを基にアドバイスするという、いい

意味での「お節介文化」が根づいて

いますよね。

稲本　自社商品開発の部門だけで

なく、会社全体として困っている人を

放っておけない人が多いですよね。み

んなで協力し合う「ALL Ｓｋｙ」の精

神がしっかり根づいています。その現

れとして、普段から会話の多い会社

だと思います。

馬場　そうですね。それに自部署だけ

でなく、システムサポート、営業、販促

企画など他部署の人たちとの垣根も

低いです。日常的にお客様からの要

望やトラブルへの対応など困りごとにつ

いて相談を受けますし、お客様との打

ち合わせに開発メンバーが参加するこ

とも多いです。各方面から信頼されて

いることを感じられますよね。

―開発者とお客様との距離も近

いということですね。

馬場　はい。打ち合わせはお客様か

ら直接、お困りごとや実現したいことな

どについてお話を伺える貴重な場で

す。そこから機能の仕様や画面の操

作性まで開発メンバーが考えてお客

様に方向性を提案し、お客様と一緒

にレビューして作り上げていきます。

稲本　上流から関わりたい方には、

本当にやりがいがある組織ですよ。実

際のところお客様の要望はざっくりとし

たものが多いです。そこから、自社商品

をどのように作り上げていくのか考えて

いくというのは、モノづくりをやっている

実感がある。しかもお客様からの喜び

の声を直接いただくこともできます。

馬場　お客様の姿が見えているとい

うのは開発する上で大きなメリットです

よね。

―上流の企画の部分から開発メ

ンバーも携わり、主体的に関われる

ことがやりがいにつながっているの

ですね。

馬場　そうですね。自分が提案した仕

様や機能を商売につなげていく実感

を持つことができます。責任も大きいけ

ど、本当に喜びややりがいを感じられま

すよね。

稲本　これは本当にそうですね。当然

新しいことに前向きに
　　　　　　取り組める方とともに頑張っていきたい
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の相乗効果でSIもより拡大していける

未来になっていかなければならない。

馬場　それには人手が必要となります

よね。

稲本　そうです。ですからお客様のお

困りごとに、より柔軟に対応するために

も東京での開発の体制を強化してい

きます。

―東京と大阪、離れた拠点でス

ムーズに開発を進めるのは難しそ

うなイメージです。

馬場　会社からiPhoneやノートPC

が貸与されていますし、社内ブログや

社内SNS「Ｓｋｙなう」などコミュニケー

進めたいです。クライアント・システム開

発事業部と連携することで、得意とする

AIやデータ分析、クラウド基盤の構築

といった技術を生かしながら、知識、経

験、人員などを最適化した体制での開

発を加速させたいです。開発だけでな

く、販促企画、システムサポートの面でも

連携を深めていきたいと思っています。

馬場　連携していくなかで、クライアン

ト・システム開発事業部からは、仕事の

プロセスや段取りの踏み方など、特に

仕事の進め方に学ぶところがあります

ね。そのほかにも、お客様の要望を要

件として落とし込むことや、技術の面で

ももちろん新鮮な部分があります。事業

部間の壁も低く、連携していける環境

にあると思います。知らないことを共有し

合って、お互いに良い部分を吸収しな

がらコラボレーションしていきたいです。

―事業部間をまたがった開発へ

と変わっていくのですね。

稲本　そうですね。あと、ただやみくも

に商品を増やすのではなく、SI拡大に

つなげることも大事だと思っています。

お客様の課題解決に向け、自社商品

を軸にSIを行っていけば提案の幅も

広がります。そのためにも自社商品で

多方面の業務をまかなえるラインアッ

プにしていかなければなりませんし、そ

ションツールが充実しています。コロナ

禍の前からどこにいても社員同士が密

にコミュニケーションがとれるように会社

として注力してきた経緯があります。

稲本　先ほど一つのフロアで開発して

いる強みをお話ししました。確かに情報

共有はスムーズですし、情報漏洩防

止にもなります。しかしコロナ禍でテレ

ワークが余儀なくされたことにより、コ

ミュニケーションツールを活用しながら、

メンバー同士が離れていても開発を進

めていく経験を積み重ねることができま

した。働き方が変わったなかで、どこに

いてもこれまでと変わらず仕事ができる

体制を一層整えられたことが、今回の

判断につながったのだと思います。

馬場　確かにテレワークにより、働く場

ば良いか考えるきっかけにもなりますし、

モチベーションにつながりますね。

―開発職がお客様と直接関わる

ことは珍しいのでしょうか？

稲本　一概には言えませんが、営業

やサポートなどを経由することが多い

のではないでしょうか。私たちはダイレ

クトに声を聞いて、要望について理解

し、それを実現するための仕様づくりか

ら検討することができます。これは非常

に良いところだと思います。

馬場　ただ、要望をそのまま機能とし

て落とし込むわけではないのが難しい

ですが良いものをリリースすれば必ず

反響があります。あるお客様の要望か

ら取り入れた一つの機能が、ほかのお

客様にも喜んでいただけるというような

広がりがあったときはうれしいものです

よね。

馬場　新型コロナウイルス感染症の

拡大により対面での展示会などはなく

なってしまいましたが、以前は商品の説

明員として参加していました。そこでもお

客様に直接商品について紹介するこ

とができ、関わりを持つことができていま

した。「要望した機能が搭載された」と

か「この機能が便利だからよく使って

いる」とか、お客様の生の声はもっと商

品を活用していただくためにはどうすれ

ところです。パッケージソフトウェアです

から要望を基に、多くのお客様に使っ

ていただけるよう汎用性を持たせること

が重要になります。試行錯誤しますが、

自分たちの商品を作り上げている実

感が持てます。

―これからのICTソリューション

事業部が目指すところは？

稲本　自社商品を10商品に増やす

方針が決まっています。今後ますますク

ラウド化が進むなか、DXを推進するよ

うな商品を新たに展開することになると

思います。

馬場　現在はセキュリティ、教育現場

といった限られた分野に向けて商品を

展開していますが、これからはもっと幅

広い分野に対して商品をリリースして

いく方針ですね。

―幅広い分野の商品をどのように

増やしていくのでしょうか？見通し

を教えてください。

稲本　一つの事業部で10商品の開

発をすることは非効率な部分が出てく

るので、事業部間をまたがった開発を

応できます。これも大きなメリットですよ。

―現在も東京に自社商品開発の

メンバーはいらっしゃいますが、ど

のように開発を進めているので

しょうか？

稲本　東京のメンバー12人は、おお

よそ半数ずつ「SKYMENU」シリー

ズと「SKYDIV Desktop Client」

の商品に分かれて開発を行っていま

す。東京でも大阪でも仕事の進め方

は変わりませんよ。

馬場　すでに東京と大阪のメンバー

が混成したチームがあり、既設のテレ

ビ会議システムやWeb会議システム

「Zoom」を使ってレビューや定例の

会議を行ってコミュニケーションをとっ

ています。このことからも働く場所は弊

害にならないと実感していますね。コロ

ナ禍により、拠点の垣根がさらに低く

なったと思います。

稲本　人数構成だけをとると、大阪の

サテライト的な位置づけに見えるかもし

れませんが決してそうではありません。

馬場　そうですね。東京にもすでに、

「SKYMENU」シリーズで機能開発

のチームリーダーがいますからね。

―東京の開発拠点はすぐに人員

を強化していく方針でしょうか？

稲本　まずは少人数からスタートして

いくことになると思います。東京の現状

の人数では、育成体制が万全に整っ

ているとは言えないので。徐々に大阪、

東京が一緒になって開発していく体

制を整えていきたいですね。

くまで東京、大阪での分散開発です。

Ｓｋｙ株式会社ならではの豊富なコミュ

ニケーションツールをフル活用しながら

開発を進めていきたいです。

―では東京と大阪のメンバーが

一体となって開発を進めるために、

どのような人材を求めていますか？

稲本　大阪のメンバーとの密なやりと

りが必要になりますから、チームで仕事

をする意識を持ち、報連相がしっかりで

きてコミュニケーションを主軸において

仕事を進められる人でなければなりま

せんね。積極的に周りを巻き込んでいく

ような人でないと、東京でこぢんまり仕事

をすることになって埋もれてしまいます。

馬場　確かに、ほかのチームとの技

術的な情報共有も重要ですし、コミュ

ニケーション力は欠かせないですね。

あと、自社商品開発はお客様の視点

はもちろん、システムサポートの立場で

言えば不具合が出たときの調査のし

やすさ、営業の立場ならお客様への

デモンストレーションで説明しやすい機

能や受けの良い画面など、さまざまな

視点に立って考えることが求められま

す。その視点と技術力を融合させて、

商売に結びつけられることも大切です。

馬場　新卒採用のメンバーが1人、

東京に在籍しているのですが、みんな

張り切って前向きに育成に取り組んで

いますよね（笑）フォロー体制はできつ

つあると思います。

稲本　そうですね。ただ、褒めて伸ば

すか、足りない部分を指摘して伸ばす

かは人それぞれですし、ソースコードを

見て何を指摘するかという技術的な

面においても、育成というのは杓子定

規にはいかないところがありますよね。

研修だけでは学べないこともあると思う

ので、現在のメンバーには着実に育

成経験を積んでもらいたいです。

―入社した後、将来的にどういっ

た活躍が考えられますか？

馬場　これから入っていただく方にも

早く役職者になっていただいて、後輩

を指導する役割に回っていただきたい

ですね。すでに東京にも機能開発の

チームリーダーはいますし、ゆくゆくは

商品のリーダーを担っていただくことも

考えられますよね。

稲本　もちろん。やる気があればそう

いった活躍が可能でしょう。とはいえ東

京だけで一つの商品を完結させるの

ではなく、私たちが目指しているのはあ

―技術の面ではいかがでしょうか？

稲本　東京の現状の人員は少ない

ので、やはりある程度の技術力があっ

て仕事を進めていくことができるというこ
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※役職は、管理職ではない（係長クラス以下）役職者です

役員、管理職のキャリア採用・
新卒採用内訳
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残業時間の推移（全社員※平均）10

17.7
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38.9
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2014年度 2020年度

約54.4%減

※管理職以上の役職者を除く社員の月間残業時間の集計

定時退社日実施率09

89％

（2020年度）
※お客様拠点常駐勤務の社員は、現場状況に応じて実施
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うち時短・シフト勤務　女性48名 男性2名
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女性 57名　男性 44名

Data30 Data 31

有給休暇取得率の推移11

※全社員の1年間の有給休暇取得率の平均
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約12％増

54.7% 66.1%

自社内勤務が可能な
プロジェクト比率

14

週2回
テレワーク

週3回
出社

※ 緊急事態宣言発出時においては、テレワーク比率を引き上げるなど、
　 状況に応じた働き方を行っています。

  

 ※ 業務系開発（ビジネスソリューショングループ）の場合

請負開発を増やすという方針やコロナ禍によりお客様先で業務を行う必要性
がなくなるなど、時代の変化により自社内勤務の比率が上がっています。

コロナ禍における勤務形態13
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60％
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40％
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80％
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拠点数・拠点別数値15

全国20拠点

札幌支社

仙台支社

東京本社 品川オフィス / 品川分室 / 品川第二分室 / 八王子サイト

 札幌分室

大阪本社 大阪分室 / 大阪第二分室 / 大阪第三分室
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2名 2名
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男性 女性
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スタッフ　10名

※職種別人数には、代表取締役、取締役、監査役は含まれません
※技術は、システムサポート部、情報システム部に所属するエンジニアです
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5名営 業
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スタッフ　5名

16名

13名

3名

全体

男性

女性

広島支社
15名開 発

スタッフ　1名

23名

17名

6名
全体

男性

女性

横浜支社

20名開 発

1名評 価

スタッフ　2名

60名

48名

12名
全体

男性

女性

神戸支社
39名開 発

17名評 価

スタッフ　4名7名

6名

1名全体
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沖縄支社

6名開 発

スタッフ　1名

264名

19名

4名インストラクター

16名技 術

開 発

営 業

88名評 価

スタッフ　31名

20名

4名

2名インストラクター

4名技 術開 発

営 業 1名評 価

スタッフ　10名

※職種別人数には、代表取締役、取締役、監査役は含まれません
※技術は、システムサポート部、情報システム部に所属するエンジニアです

Data32 Data 33



������

Topics34

ライブ配信や動画コンテンツの活用に注力

Instagramの公式アカウントでは、職場の様子や採

用担当者からのメッセージ、イベント・キャンペーンの

告知などを毎日投稿。インスタライブでは、各部署の

社員が皆さまからの質問にお答えしています。

Twitterでは3つの公式アカウントを開設。自社商品や

イベントのご案内のほか、インターンシップの開催や

キャリア採用に関する情報など、ターゲットに合わせて

幅広く発信しています。

会社が取り組んでいる
さまざまな活動をご紹介！

採用担当者や社員が
皆さんからの質問に回答！

sky_recruit

Ｓｋｙ株式会社を志望する
学生・社会人向け
情報アカウント

Ｓｋｙ株式会社を志望する
学生・社会人向け
情報アカウント

sky_it_corporate

企業アカウント企業アカウント

@Sky_corporate

企業
アカウント
企業

アカウント

@Sky_career_

キャリア採用
アカウント
キャリア採用
アカウント

@Sky_recruiting

学生向け情報
アカウント
学生向け情報
アカウント

Ｓｋｙ株 式 会 社 は 、S N Sを使った 情 報 発 信を積 極 的 に行ってきました 。最 近 は 特 に動 画コンテンツや

ライブ 配 信 にさらに注 力し、内 容 の 充 実を図っています 。これ からも、多くの 方 にＳｋｙ株 式 会 社 に つ

い て、より深くご 理 解 い た だ けるような 情 報 をお 届 けしていきます 。

SNSを活用した情報発信
質問にその場で答えるインスタラ

イブを開催！

学生・社会人向け情報アカウントでは参加者からの質問に、採用担当者や各部署

で活躍する社員がその場でお答えするインスタライブを定期開催しています。現

在は弊社に興味をお持ちの方を対象にしていますが、今後はさまざまな企画を考

えてまいります。

Ｓｋｙ株 式 会 社ってどんな会 社？ 採用

Ｓｋｙ株式会社ならではの強みは何ですか？

日進月歩で進化するICT業界の中で、どんな変化にも柔軟に対応できる
「改善文化」は強みだと言えると思います。

エンジニアの中で、女性はどのくらいいますか？

今は新卒採用でもエンジニア志望の女性が増えています。
現在（ライブ配信時）は240名が在籍しています。

視 聴 できなかった方 、もう一 度 見たい方 のために
見 逃し配 信も行っています の で、ぜ ひご 覧ください！

アーカイブ
動 画 集 ハイライトのアイコンから

ご視聴いただけます

幅 広 い技 術に挑 戦 できる開 発 の 仕 事 開 発

Ｓｋｙ株式会社で開発の仕事をしていて、良かったことは何ですか？

いろいろなことにチャレンジしたい性格なので、幅広いスキルが身についていると感じられることがうれ
しいです。

開発職として業務をする上で、最も大切になるスキルは何ですか？

ITに関する基礎力が大事だと思います。
新しい技術も、基礎がしっかり身についている人は習得が早いので。

84

916

Twitter

Instagram

過去の配信からのピックアップ！
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YouTube™
Ｓｋｙ株式会社公式チャンネル
Ｓｋｙ株式会社のYouTube公式チャンネルでは、社員インタビューなど
の採用に関するコンテンツのほか、自社商品や最新技術などのご紹介
など幅広い動画を公開しています。

企業ブランド価値の向上、事業規模の
拡大、優秀な人材の確保などを目指
し、弊社が取り組む各種プロモーショ
ンをご紹介しています。

社員にインタビューし、働く立場から
見るＳｋｙ株式会社の特長や、共に働
く仲間、仕事のやりがいなどを語っ
てもらいました。

社員インタビュー

Ｓｋｙ株式会社の自社商品の特長や
活用事例のほか、AIやIoTといった
最新技術に対する弊社の取り組みな
どを動画でご紹介しています。

自社商品紹介･最新技術
への取り組み  など

各種プロモーション

などICT業界就転職準備応援キャンペーンICT業界応援キャンペーン 

各種SNSでICT業界の活性化を目指して
キャンペーンを実施中

大阪本社内の大会議室を映像撮影用のスタジオにリニューアルし、社員の対談や座談会、プレゼン

テーション、各種イベントなどを配信しています。目的に応じた演出ができるように、クロマキー合成

技術などを活用してバーチャル会場を作り、臨場感ある映像でさまざまな情報をお届けしています。

人材紹介会社様のご協力によって制作された動画がWebで公開されています。キー
マンインタビューや現場社員の座談会、採用担当者が会社の魅力を語るコンテンツ
など、さまざまな角度でＳｋｙ株式会社が紹介されています。

「マイナビTVキャリア」様が、社
員による座談会やキャリアアド
バイザー様との対談などを公開。

コラボ動画

Ｓｋｙ株式会社×マイナビ様 Ｓｋｙ株式会社×ワンキャリア様

就職活動サイト「ONE CAREER」
様が取材・制作された社員イン
タビューや対談などを公開。

Topics36

隔週開催の
インスタライブも
このスタジオで
撮影しています！

映像コンテンツの充実を図るため、
常設の社内スタジオを設置

大会議室を
改造して

撮影スタジオを
設置！

ライブ企画で
スタジオの映像に

バーチャル会場を合成し、
臨場感を演出！

������ SNSを活用した情報発信
ライブ配信や動画コンテンツの活用に注力

Topics 37
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●好働力、SKYSEA、SKYSEA Client View、SKYPCE、SKYMEC、SKYMENU、SKYMENU Cloud、SKYMENU Pro、SKYDIV、SKYDIV Desktop Client および ALL Sky は、Ｓｋｙ株式会社の登録商標または商標
です。●Instagram は、Instagram, LLCの登録商標または商標です。●Twitter は、Twitter, Inc.の登録商標または商標です。●YouTube™ は、Google LLCの登録商標または商標です。●その他記載されている会社名、
商品名は、各社の登録商標または商標です。●本文中に記載されている事項の一部または全部を複写、改変、転載することは、いかなる理由、形態を問わず禁じます。●本文中に記載されている事項は予告なく変更することが
あります。
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Sky Technology Fair Virtual 2021
主催オンラインイベントを今年も開催

Focus

自社商品を10商品へ拡大
東京での採用も加速し、開発体制の強化へ

「 Dream3000↑」達成の鍵を握る

ビジネスソリューショングループの
これまでの10年とこれからの10年

対談

Talk Session

!




